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小松だんじり統一寄せの後に

小松橋に並ぶ写真

（10 月 16 日撮影予定）

小松だんじり統一寄せの後に小松橋に
並ぶ様子　　（祭関連記事23ページ）
小松だんじり統一寄せの後に小松橋に
並ぶ様子　　（祭関連記事23ページ）

中小企業基盤整備機構四国本部と業務連携・協力
に関する覚書を締結
中小企業基盤整備機構四国本部と業務連携・協力
に関する覚書を締結

市議会９月定例会etc市議会９月定例会etc

小松総合支所を改修etc小松総合支所を改修etc
ベトナム・フエ市訪問を振り返ってetcベトナム・フエ市訪問を振り返ってetc
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一般会計補正額　７億3,096万円
　

９
月
定
例
会
は
４
日
か
ら
21
日

の
18
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、
条

例
案
・
各
会
計
補
正
予
算
案
な
ど

が
上
程
さ
れ
、
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
案
件
は
次
の
と
お
り
で
す
。

西
条
市
防
災
会
議
条
例
及
び
西
条

市
災
害
対
策
本
部
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

東
日
本
大
震
災
を
教
訓
に
災
害

対
策
基
本
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

次
の
事
項
に
つ
い
て
、
所
要
の
条

例
改
正
を
行
お
う
と
す
る
も
の
。

①
平
時
に
お
け
る
防
災
に
関
す
る

　

諮
問
的
機
関
の
機
能
強
化
の
た

　

め
、
「
市
長
の
諮
問
に
応
じ
て

　

防
災
に
関
す
る
重
要
事
項
を
審

　

議
す
る
こ
と
」
な
ど
を
防
災
会

　

議
の
所
掌
事
務
に
追
加

②
地
域
防
災
計
画
に
多
様
な
主
体

　

の
意
見
を
反
映
で
き
る
よ
う
、

　

市
の
防
災
会
議
の
委
員
と
し
て
、

　

自
主
防
災
組
織
を
構
成
す
る
者

　

又
は
学
識
経
験
の
あ
る
者
を
追

　

加

西
条
市
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

　

災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す

る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

が
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
所

要
の
条
例
改
正
を
行
お
う
と
す
る

も
の
。

◎
工
事
請
負
契
約　
　
　
　

３
件

◎
人
権
擁
護
委
員　
　
　
　

１
件

一
般
会
計
（
第
５
・
６
回
）

○
補
正
額　

７
億
３
０
９
６
万
円

○
補
正
後
の
予
算
額

　
　
　

４
４
３
億
２
６
７
０
万
円

　

主
な
事
業
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
庁
舎
整
備
】

○
小
松
総
合
支
所
改
修
整
備
事
業

　
　
　
　
　

１
億
３
２
６
５
万
円

【
消
防
・
救
急
業
務
の
充
実
】

○
小
松
分
団
蔵
置
所
等
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　

９
８
万
円

○
災
害
対
応
型
軽
救
急
車
整
備
事

　

業
（
消
防
車
両
等
整
備
事
業
）

　
　
　
　
　
　
　

１
０
８
０
万
円

【
防
災
対
策
の
推
進
】

○
液
状
化
対
策
事
業

　
　
　
　
　
　
　

１
０
２
０
万
円

【
商
工
業
の
振
興
】

○
西
条
紺
屋
町
商
店
街
整
備
支
援

　

事
業　
　
　
　

６
８
９
４
万
円

○
新
技
術
開
発
支
援
事
業

　
　
　
　
　
　
　

１
０
０
０
万
円

【
子
育
て
支
援
】

○
保
育
施
設
整
備
助
成
事
業　

　
　
　
　
　
　
　

７
４
１
８
万
円

【
都
市
基
盤
の
整
備
】

○
（
仮
称
）
西
条
道
の
駅
整
備
事

　

業　
　
　
　
　
　

２
１
５
万
円

【
農
業
の
振
興
】

○
農
業
体
質
強
化
基
盤
整
備
促
進

　

事
業　
　
　

１
億
６
７
１
万
円

○
小
水
力
等
農
村
地
域
資
源
利
活

　

用
促
進
事
業　
　

４
０
７
万
円

○
新
規
就
農
者
拡
大
促
進
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

３
４
３
万
円

【
観
光
の
振
興
】

○
石
鎚
山
魅
力
発
信
事
業　

　
　
　
　
　
　
　
　

３
２
９
万
円

【
そ
の
他
】

○
十
河
信
二
記
念
館
等
開
館
５
周

　

年
事
業　
　
　
　

１
７
９
万
円

○
十
河
信
二
先
生
寄
贈
資
料
整
備

　

活
用
事
業　
　
　

１
０
１
万
円

介
護
保
険
特
別
会
計

○
補
正
額　
　
　

８
１
８
３
万
円

○
補
正
後
の
予
算
額

　
　
　
　
　

93
億
２
３
４
７
万
円

　

主
な
事
業
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
施
設
整

　

備
事
業　
　
　
　

４
５
０
万
円

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

○
補
正
額　
　
　
　

２
７
７
万
円

○
補
正
後
の
予
算
額

　
　
　
　
　

１
億
５
５
１
７
万
円

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計　

○
補
正
額　
　
　
　

４
６
９
万
円

○
補
正
後
の
予
算
額

　
　
　
　
　

38
億
７
２
２
０
万
円

小
規
模
下
水
道
事
業
特
別
会
計

○
補
正
額　
　
　
　
　
　

28
万
円

○
補
正
後
の
予
算
額

　
　
　
　
　
　
　

７
６
９
６
万
円

ひ
う
ち
地
域
振
興
整
備
事
業　

○
補
正
額　
　
　
　

３
９
６
万
円

○
補
正
後
の
予
算
額

　
　
　
　
　

１
億
６
７
６
７
万
円

本
谷
温
泉
事
業　

○
補
正
額　
　
　
　

２
５
０
万
円

○
補
正
後
の
予
算
額

　
　
　
　
　
　
　

３
１
９
６
万
円

〜
子
ど
も
た
ち
を
自
転
車
事
故
か
ら
守
る
た
め
〜

自
転
車
の
交
通
違
反
情
報

　

学
校
連
絡
制
度
協
定
を
締
結

　

西
条
警
察
署
・
西
条
西
警
察
署
と
西
条
地
区
の
東
予
高
校
・
西
条
高
校

・
丹
原
高
校
・
西
条
農
業
高
校
・
小
松
高
校
と
西
条
市
教
育
委
員
会
と
が

児
童
生
徒
を
自
転
車
事
故
の
被
害
者
に
も
加
害
者
に
も
さ
せ
な
い
た
め
、

「
さ
い
じ
ょ
う
児
童
・
生
徒
及
び
西
条
地
区
五
高
校
の
生
徒
に
か
か
る
自

転
車
の
交
通
違
反
情
報
学
校
連
絡
制
度
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
の
締
結
に
よ
り
、
警
察
官
等

が
児
童
生
徒
の
信
号
無
視
や
一
時
停
止
な

ど
交
通
事
故
に
直
結
す
る
違
反
に
対
し
て

ア
ラ
ー
ム
カ
ー
ド
を
交
付
し
て
現
場
指
導

を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

２
度
、
３
度
と
交
付
さ
れ
る
児
童
生
徒

に
対
し
て
は
、
家
庭
、
学
校
と
も
連
絡
を

取
り
合
い
指
導
を
行
い
ま
す
。

　

警
察
、
家
庭
、
学
校
、
地
域
が
連
携
を

深
め
る
こ
と
で
、
児
童
生
徒
の
安
全
な
自

転
車
利
用
お
よ
び
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

■
問
合
せ　

市
庁
舎
別
館
学
校
教
育
課

℡
０
８
９
７―

５
２―

１
６
３
７

　

９
月
19
日
に
西
条
署
で
行

わ
れ
た
調
印
式
で
固
く
握
手

を
交
わ
す
代
表
者
の
皆
さ
ん



　

中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
は
、

我
が
国
で
唯
一
の
中
小
企
業
政
策

全
般
に
わ
た
る
総
合
的
な
支
援
・

実
施
機
関
と
し
て
、
平
成
16
年
７

月
に
設
立
さ
れ
た
経
済
産
業
省
所

管
の
独
立
行
政
法
人
で
あ
り
、
創

業
か
ら
新
事
業
展
開
、
事
業
再
生
、

災
害
対
策
な
ど
の
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
ま
で
、
中
小
企
業
の
成
長

ス
テ
ー
ジ
や
経
営
課
題
に
合
わ
せ

た
高
度
な
支
援
機
能
と
ノ
ウ
ハ
ウ

を
有
し
て
い
ま
す
。

　

西
条
市
は
こ
れ
ま
で
、
自
立
し

た
地
域
中
小
企
業
の
育
成
や
総
合

６
次
産
業
化
の
推
進
に
よ
る
新
た

な
産
業
の
創
出
へ
向
け
た
取
り
組

み
を
積
極
的
に
推
進
し
て
き
ま
し

た
が
、
企
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

新
興
国
の
台
頭
、
大
企
業
の
海
外

進
出
に
伴
う
取
引
構
造
の
変
化
に

加
え
、
円
高
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、

一
層
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

　

西
条
市
と
し
て
は
、
国
内
外
に

お
け
る
経
済
情
勢
が
大
き
く
変
化

す
る
中
、
今
後
ま
す
ま
す
複
雑

化
・
高
度
化
し
て
く
る
中
小
・

小
規
模
企
業
の
経
営
課
題
や
ニ
ー

ズ
に
対
し
、
き
め
細
か
く
対
応
す

る
こ
と
が
で
き
る
経
営
支
援
体

制
を
確
立
す
る
た
め
に
は
、
約

４
０
０
０
名
の
専
門
家
集
団
と
高

度
な
支
援
ノ
ウ
ハ
ウ
を
有
す
る
中

小
機
構
四
国
本
部
と
の
連
携
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
中
小
機
構
四
国
本
部
と

の
覚
書
締
結
を
契
機
と
し
て
、
よ

り
密
接
な
連
携
・
協
力
関
係
を
構

築
し
、
㈱
西
条
産
業
情
報
支
援
セ

ン
タ
ー
が
有
す
る
支
援
機
能
と
の

相
乗
効
果
に
よ
り
、
も
の
づ
く
り

基
盤
技
術
の
高
度
化
、
農
商
工
連

携
、
中
心
市
街
地
活
性
化
、
販
路

開
拓
等
に
お
け
る
専
門
性
が
必
要

と
さ
れ
る
経
営
課
題
に
対
し
て
、

一
層
機
動
的
に
支
援
す
る
体
制
を

確
立
さ
せ
る
よ
う
積
極
的
に
連
携

活
動
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

■
問
合
せ　

市
庁
舎
本
館
も
の
づ
く
り
支
援
課

ＴＥＬ
０
８
９
７
―
５
３
―
０
０
１
０

（
産
業
情
報
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　

９
月
25
日
、
独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
四
国
本
部
（
以

下
、
中
小
機
構
四
国
本
部
）
の
三み

つ
む
ら村

勉
本
部
長
ほ
か
機
構
関
係
者
の
ご

出
席
の
も
と
、
西
条
市
役
所
で
業
務
連
携
・
協
力
に
関
す
る
覚
書
の
調

印
式
を
執
り
行
い
ま
し
た
。
こ
の
覚
書
は
、
中
小
機
構
四
国
本
部
と
西

条
市
の
連
携
・
協
力
に
よ
り
、
西
条
市
に
お
け
る
中
小
企
業
等
の
新
事

業
展
開
の
促
進
、
経
営
基
盤
の
強
化
等
に
お
い
て
、
相
互
に
連
携
・
協

力
し
、
地
域
経
済
の
活
性
化
と
中
小
企
業
支
援
の
推
進
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
も
の
で
す
。

▲調印式の様子 ▲署名する西条市長と中小機構四国本部長

【
覚
書
の
連
携
・
協
力
事
項
】

①
業
務
連
携
・
協
力
に
係
る
具
体

　

的
な
方
策
に
つ
い
て

②
地
域
内
に
お
け
る
経
済
情
報
・

　

事
業
活
動
動
向
な
ど
に
関
す
る

　

情
報
の
交
換

③
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要

　

な
事
項

中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
四
国
本
部
と

業
務
連
携
・
協
力
に
関
す
る
覚
書
を
締
結
し
ま
し
た
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小
松
総
合
支
所
事
務
ス
ペ
ー
ス
を
本
館
に

集
約
し
、
次
の
よ
う
に
利
便
を
図
り
ま
す
。

●
受
付
カ
ウ
ン
タ
ー
は
、
地
元
産
材
を
使
用 

　

し
た
ロ
ー
カ
ウ
ン
タ
ー
と
し
ま
す
。

●
本
館
１
階
に
談
話
ス
ペ
ー
ス
、
キ
ッ
ズ
ス

　

ペ
ー
ス
を
配
置
し
ま
す
。

●
消
防
小
松
分
団
蔵
置
所
を
水
道
庁
舎
に
移

　

設
し
ま
す
。

●
２
階
に
は
水
道
庁
舎
に
あ
る
水
道
係
を
配

　

置
し
ま
す
。

●
３
階
に
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
配

　

置
し
ま
す
。

●
４
階
に
は
議
場
を
改
修
し
、
大
会
議
室
を

　

配
置
し
ま
す
。

●
25
年
度
に
別
館
を
取
り
壊
し
、
駐
車
場
と

　

し
ま
す
。

■
改
修
開
始
時
期
等

　

開
始
時
期
や
改
修
中
の
さ
ま
ざ
ま
な
変
更

に
つ
い
て
は
、
小
松
総
合
支
所
へ
の
掲
示
や
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
合
せ　

市
庁
舎
別
館
施
設
管
理
局

ＴＥＬ
０
８
９
７
―
５
２
―
１
２
９
８

■問合せ　市庁舎別館環境衛生課　水・環境保全係　
　　　　　　　　　　　　　　　℡0897－52－1382

　西条市では、平常時における空間放射線量データの蓄積
を目的に、月に１度、市内８地点での空間放射線量の測定
をしています。
　９月の測定結果は右表のとおりですが、いずれの地点に
おいても異常値は観測されていません。
※環境省が示す基準値：毎時 0.23 マイクロシーベルト
※測定場所の位置図は市ホームページをご覧ください。

９月の空間放射線量測定結果 【９月の空間放射線量測定結果一覧表】
測 定 場 所

うちぬき広場 ９月24日

９月24日

毎時 0.10 マイクロシーベルト

毎時 0.09 マイクロシーベルト飯岡公民館

測 定 日 測 定 数 値

東予総合支所

楠河公民館

丹原総合支所

旧鞍瀬駐在所

小松総合支所

石鎚登山ロープウェイ
山頂成就駅

毎時 0.10 マイクロシーベルト

毎時 0.10 マイクロシーベルト

毎時 0.11 マイクロシーベルト

毎時 0.09 マイクロシーベルト

毎時 0.09 マイクロシーベルト

毎時 0.05 マイクロシーベルト

９月24日

９月24日

９月24日

９月24日

９月24日

９月26日

本館１階：改修後平面図（予定）

戸籍
書庫談話スペース

総務課
税務係

入口

市民福祉課

倉庫

階　段

倉　庫
多目的
トイレ

授
乳
室

会　議　室
（西） 会議室

兼
相談室

階　段 女子
更衣室書庫キッズ

スペース

ＥＶ 倉庫

出納室

湯沸室

ト
イ
レ 宿直室

本館２階：改修後平面図（予定）

総務課
総務調整係

教育委員会

農林水産課

建設管理課
建設管理係

階　段

書庫

階　段 トイレ

湯沸室

支所長室

災害時現地
対策室
（会議室）

相談室

相談室

相談室 電算室

ＥＶ 倉庫
男子ロッカー

水道係

男子ロッカー

倉庫

▲本年度から改修予定の小松総合支所
　手前の別館は、奥側の本館改修が終了後に、
　取り壊し、駐車場にする予定です。

小
松
総
合
支
所
を
改
修
し
ま
す

地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
振
興
と
地
域
防
災
の
拠
点
と
し
て
の
一
層
の
活
用
を
！

広報さいじょう　2012　11月号 4



■
消
防
団　

木
藤　

清
さ
ん

　

日
本
と
比
べ
る
と
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
改
善

す
べ
き
点
が
あ
り
、
そ
の
一
つ
が
防
災
教
育

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
現
地
の
多
く
の
先
生

方
は
、
土
の
う
作
り
の
時
に
は
熱
心
に
取
り

組
ん
で
く
だ
さ
り
、
防
災
教
育
を
受
け
る
子

ど
も
た
ち
の
素
直
さ
と
ひ
た
む
き
に
努
力
す

る
姿
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
ベ
ト
ナ
ム
の

未
来
は
、
こ
の
子
ど
も
た
ち
を
見
た
と
き
に

明
る
い
と
感
じ
ま
し
た
。

■
消
防
団　

三
村
康
行
さ
ん

　

学
校
で
の
防
災
教
育
に
熱
心
に
取
り
組
ん

で
い
る
の
に
感
心
し
ま
し
た
。
土
の
う
作
り

の
実
演
講
習
で
土
の
う
の
使
用
方
法
な
ど
を

説
明
し
ま
し
た
が
、
特
に
女
性
の
先
生
方
の

関
心
が
高
く
、
ひ
も
締
め
に
取
り
組
ん
で
い

る
の
に
感
心
し
ま
し
た
。
土
の
う
の
積
み
方

の
講
習
も
行
い
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も
熱
心

に
取
り
組
ん
で
い
る
の
に
感
心
し
ま
し
た
。

■
消
防
団　

萬
條　

裕
さ
ん

　

訪
問
し
た
中
学
校
が
、
防
災
教
育
に
真
剣

に
取
り
組
ん
で
い
て
す
ば
ら
し
い
と
思
い
ま

し
た
。
生
徒
た
ち
も
目
が
輝
い
て
い
ま
し
た
。

土
の
う
の
作
り
方
な
ど
を
指
導
し
ま
し
た
が
、

思
っ
た
以
上
に
関
心
を
も
っ
て
真
剣
に
取
り

組
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
西
条
市
の
取
り
組
み

が
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
草
の
根
技
術
協
力
事
業
で
高

く
評
価
さ
れ
て
お
り
、
す
ば
ら
し
い
と
思
い

ま
し
た
。

■
防
災
士　

村
上
善
重
郎
さ
ん

　

訪
問
し
た
中
学
校
で
は
、
先
生
方
が
防
災

教
育
に
真
剣
に
取
り
組
も
う
と
し
て
い
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
も
タ
ウ
ン
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

な
ど
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
フ

エ
市
の
皆
さ
ん
の
熱
意
と
努
力
に
よ
っ
て
、

12
歳
教
育
を
モ
デ
ル
に
し
た
防
災
教
育
が
根

付
き
つ
つ
あ
る
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
フ
エ
市
の
防
災
教
育
を
応
援
し
続
け

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

■
防
災
士　

黒
河
紘
一
郎
さ
ん

　

毎
年
の
洪
水
を
対
策
も
な
く
受
け
入
れ
て

い
る
現
実
の
中
で
、
学
校
や
子
ど
も
た
ち
が

防
災
教
育
に
取
り
組
む
姿
勢
に
熱
意
を
感
じ

ま
し
た
。
こ
の
事
業
の
さ
ら
な
る
進
展
を
願

う
思
い
で
し
た
。
少
し
見
守
り
、
共
に
行
動

し
、
手
を
添
え
、
ア
ド
バ
イ
ス
す
れ
ば
着
実

に
、
「
命
を
守
る
防
災
教
育
」
に
大
き
く
寄

与
で
き
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

■
自
主
防
災
会　

近
藤
和
文
さ
ん

　

フ
エ
市
は
昔
か
ら
台
風
・
洪
水
災
害
が
多

い
所
で
す
が
、
現
地
の
人
た
ち
は
特
に
気
に

留
め
て
い
な
い
よ
う
で
し
た
。
こ
う
い
う
環

境
下
で
何
が
で
き
る
か
を
考
え
た
と
き
、
ま

ず
自
助
・
共
助
の
考
え
を
浸
透
さ
せ
る
こ
と
、

そ
し
て
防
災
技
術
を
伝
授
す
る
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
現
地
の
人
た
ち
は
、
土
の
う
作
り

に
興
味
関
心
を
持
た
れ
た
よ
う
で
し
た
。

■
自
主
防
災
会　

久
保
一
平
さ
ん

　

文
化
も
風
習
も
知
ら
な
い
ベ
ト
ナ
ム
で
、

私
に
で
き
る
こ
と
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
…
。

考
え
も
ま
と
ま
ら
な
い
ま
ま
中
学
校
へ
行
き

び
っ
く
り
。
ジ
リ
ジ
リ
と
焼
け
る
暑
さ
の
中

で
も
子
ど
も
た
ち
は
一
生
懸
命
活
動
し
、
真

っ
直
ぐ
な
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
る
で
は
な
い

か
。
今
回
の
訪
問
を
機
に
自
分
の
防
災
意
識

を
高
め
、
地
域
の
防
災
活
動
の
活
性
化
に
尽

力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ベ
ト
ナ
ム
・
フ
エ
市
訪
問
を
振
り
返
っ
て

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
国
際
協
力
機
構
）
の
草
の
根
技
術
協
力
の
一
環
と
し
て
、
12
歳
教
育
（
防
災
教

育
）
を
フ
エ
市
に
紹
介
し
、
現
地
に
合
っ
た
形
の
防
災
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
を
支
援
す
る

た
め
、
西
条
市
か
ら
訪
問
団
を
派
遣
し
広
報
10
月
号
で
そ
の
活
動
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
現
地
で
の
活
動
に
協
力
い
た
だ
い
た
消
防
団
、
防
災
士
、
自
主
防
災
会
メ
ン
バ
ー

の
皆
さ
ん
の
感
想
を
紹
介
し
ま
す
。

12
歳
教
育
（
防
災
教
育
）
を
ベ
ト
ナ
ム
へ―

　

つ
な
が
る
「
き
ず
な
」
を
実
感
！　

▲フエ市関係者の皆さんと訪問団メンバー ( フエ市消防署）
　現地での活動にご協力くださいました皆さん、誠にあり
がとうございました。今後も西条市の12歳教育を紹介しな
がら、フエ市の皆さんとともに現地に合った防災教育プロ
グラムの開発に取り組んでまいります。引き続き、市民の
皆さんのご理解とご協力をお願いします。

　　　　　テト（旧正月）前のベトナムは結婚式シーズン。正月前に結婚式を挙げて
　　　　新年を新しい家で迎えることが良いとされているからです。結婚式までの間
に、新郎新婦の写真を撮りアルバムなどを作成することが最近のはやりです。
　先日は、私の現地の友人カップルも結婚式用の写真撮影を行うというので私もつい
て行ってみることにしました。その友人は朝日を背景に海で撮影したいということで、
その日は、朝３時から新婦のメイクが始まり、一日中、海や王宮、５つ星ホテルにて
撮影が行われました。新郎新婦ともに３度のお色直しに、カメラマンの要求に終始笑顔で応えなければならないので、終わる
ころには、２人ともぐったり。そのかいもあり、とてもすてきな写真の仕上がりになっていました。奇麗なドレスに身を包み、
女優さながらのポーズでの撮影は見ている側もとても楽しむことができました。お値段も日本と比べるとお手頃なので、結婚
式用にベトナムでアルバムを作成するのも大切な記念になるかもしれませんね。（フエ市防災教育支援事業コーディネーター　中村範子）
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を可能としたことで、田滝小学校の在校生は平成20年の５
人が、今春６人が入学するなど総勢16人となっています。
　こうして出来上がった地域づくり集団「チーム田滝」。
その活動が認められ今年度の「豊かなむらづくり全国表彰
事業」で農林水産大臣賞を受賞しました。「自分たちが柿
の産地を守ること、子どもたちを地域全体で育てること。
これが明日の田滝を元気にする！押し寄せる少子高齢化の
波に飲まれることなく、小さな船に乗ってその波で遊ぶこ
とを覚えた集落は強い！」
　人と人の「きずな」が残
る「ふるさと田滝」がしっ
かりと刻まれた子どもたち
の地域とともに育つ姿は、
田滝小学校のホームページ
でもご覧いただけます。

〒799-1394　周布349番地1　TEL0898ー64ー2700　FAX0898ー65ー4363

〒791-0592　丹原町池田1733番地1　TEL0898ー68ー7300　FAX0898ー68ー4769

東予総合支所

丹原総合支所

〒799-1198　小松町新屋敷甲496番地　TEL0898ー72ー2111　FAX0898ー72ー4048小松総合支所

愛情いっぱい揚げてます！
　　　　　　　　　　～ 今日も頑張る「愛ちゃんの店」 ～

　壬生川漁協女性部有志により平成13年に結成された「愛
ちゃんの店」。県産品のキャッチフレーズである「愛媛産
には愛がある」を地で行く、愛と笑顔あふれたお店です。
お勧めはもちろん、壬生川港に水揚げされた小魚を１尾ず
つ丁寧に下処理したごまかしのない味の「じゃこ天」。そ
の他にも、地元野菜を加えた「にぎり天」やコロッケ風の
　　　　　　　　　　　　　　口当たりが楽しい「魚ロッ
　　　　　　　　　　　　　　ケ」など、工夫を凝らした
　　　　　　　　　　　　　　品ぞろえを誇っています。
　　　　　　　　　　　　　　５月から11月の毎週金・土
　　　　　　　　　　　　　　・日曜日の午前８時半から
　　　　　　　　　　　　　　11時まで、漁協横の加工所

で営業している「愛ちゃんの店」ですが、周ちゃん広場へ
の出品を行っているほか、毎月第２日曜日に壬生川港で開
催されている「大漁市」や、初夏の「立て干し網」・秋の
「魚まつり」などのイベント開催時にも、実演販売を行う
など絶え間ない活動を展開しています。
　こうした地元食材を生かした取り組みが、平成18年の農
林水産省「食アメニティコンテスト」での全国表彰につな
がりました。また今年度には、地域活性化への貢献の面か
ら「愛媛県優良農山漁村生活研究組織知事表彰」に輝くな
ど、各方面からの高い評価は活動の励みとなっています。
　今では、その活動に学ぶべく遠方から視察に訪れる人が
絶えない「愛ちゃんの店」ですが、新しい商品の開発をめ
ざす漁家女性グループの皆さんのさらなるチャレンジは、
今日も続けられているのです。
〔問合せ〕愛ちゃんの店（代表・本田好美　℡0898-64-1998）

　　　　　　　　　　　　　小松中央公園での散策や運動
　　　　　　　　　　　　の後には、椿交流館内の椿温泉
　　　　　　　　　　　　で、眼下に広がる道前平野の大
　　　　　　　　　　　　眺望を満喫しながら入浴するも
　　　　　　　　　　　　良し、足湯で一息つくも良し。
　　　　　　　　　　　　もし「食欲の秋」に空腹を感じ
　　　　　　　　　　　　たら、地元の食材を調理するレ
　　　　　　　　　　　　ストラン「シャラ」でのお食事
もお勧めです。お帰りには、石鎚山ハイウェイオアシス館
の写真美術館で、郷土のシンボルである石鎚の風景写真を
鑑賞し、そして地域の特産品がそろう、おあしす市場で秋
の味覚をお土産にすることもお忘れなく。
　今年も11月４日には、恒例のクラシックＣarニバルが石
鎚山ハイウェイオアシスで開催されます。あなたも深まる
秋の楽しみを小松中央公園で探してみてはいかがですか。

深まる秋の楽しみを見つけませんか
　　　 　　　　　　　　　              　　～ 小松中央公園 ～

　小松中央公園は、市民の憩いの場としてこれまで多くの
皆さんに親しまれてきました。平成11年には高速道路から
もアクセスできる石鎚山ハイウェイオアシスが、また平成
15年には温泉施設のある椿交流館がそれぞれオープンし、
市外からの利用者も増えています。
　公園内には、サッカーやソフトボール等ができる多目的
広場やテニスコート・グラウンドゴルフ場・多くのアトラ
クションがあるトリムコースなど、子どもからお年寄りま
で楽しめる施設が充実しています。また、四季折々の表情
を見せる植物も多く植えられており、ちょうど11月は木々
の色づきが始まるころで、虫たちの声を聞きながら深まる
秋に浸るには最高の環境が整っています。

田滝小学校発、明日につながる地域づくり
　　　 　　　　　　　　   ～ 「チーム田滝」の取り組み ～

　西条市の西部に位置する田滝地区は地域の約８割を山林
が占め、田滝川沿いの扇状地に水田と樹園地が広がる中間
農業地域です。大正時代に始まった愛宕柿や富有柿などの
柿栽培が昭和20年代までには日本一の産地に成長し、現在
では全国にその名が知られています。柿栽培における数々
の共同作業を通じて、地域住民の連帯意識や共助の精神が
培われ、地域の団結力の固さは他に類を見ないほどです。
　高齢化・過疎化が進むなか地域の皆さんは、「親が誇り
を持たない地域に子どもは残らない」「子どもの笑い声の
ない地域に住みたい人はいない」をモットーに自治会主導
のもと、田滝小学校に地域づくりの核を置いた小学校と地
域の協働活動を展開しています。また、校区外からの通学

愛
と
笑
顔
で
頑
張
る

　

グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん

田
滝
地
区
の
盆
踊
り
大
会
も

地
域
づ
く
り
の
大
切
な
場
で
す

足湯でリラックスタイムを…
　　　道前平野の眺めも最高！

ギョ
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■
フ
ェ
ア
出
店
企
業
の
感
想

〇
石
鎚
酒
造
㈱
　
　
　（
写
真
①
）

　

多
く
の
来
場
者
に
自
分
た
ち
の

酒
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た

お
客
様
の
生
の
声
を
聞
く
こ
と
で
、

良
い
酒
造
り
に
つ
な
げ
る
こ
と
が

で
き
る
と
思
う
。

〇
首
藤
酒
造
㈱
　
　
　（
写
真
②
）

　

来
場
者
の
多
さ
に
驚
い
た
。
イ

ベ
ン
ト
の
回
数
を
重
ね
て
い
け
ば

定
着
し
て
い
く
も
の
と
思
う
。

〇
成
龍
酒
造
㈱
　
　
　（
写
真
③
）

　

野
菜
や
水
、
そ
の
他
の
産
品
と

一
緒
に
お
酒
を
Ｐ
Ｒ
で
き
た
こ
と

は
、
と
て
も
よ
か
っ
た
。
関
西
圏

で
取
引
先
を
広
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

〇
武
田
酒
造
㈱
　
　
　（
写
真
④
）

　

さ
ま
ざ
ま
な
方
と
名
刺
交
換
を

し
た
り
、
商
品
の
説
明
を
行
う
こ

と
が
で
き
て
、
良
い
イ
ベ
ン
ト
で

あ
っ
た
。

〇
㈱
ミ
ー
テ
ィ
ン
・
ク
ラ
フ
ト

　
　
　
　
　
　    

　
　（
写
真
⑤
）

　

多
く
の
西
条
産
品
を
Ｐ
Ｒ
す
る

こ
と
が
で
き
、
大
変
満
足
で
き
る

結
果
で
あ
っ
た
。

〇
㈱
志
賀
商
店
　
　
　（
写
真
⑥
）

　

物
産
展
と
商
談
会
の
両
立
は
難

し
い
と
思
う
。
次
回
か
ら
は
、
そ

れ
ぞ
れ
分
け
て
行
っ
た
方
が
良
い

の
で
は
な
い
か
。　

　

西
条
市
に
は
絹
か
わ
な
す
を
は

じ
め
、
春
の
七
草
や
ア
ス
パ
ラ
ガ

ス
・
愛
宕
柿
な
ど
、
数
多
く
の
特

産
品
が
あ
り
ま
す
。
今
回
の
フ
ェ

ア
の
よ
う
に
、
そ
の
時
期
に
旬
と

な
る
野
菜
や
食
材
な
ど
を
、
実
際

に
手
に
取
り
さ
ら
に
味
わ
っ
て
い

た
だ
く
よ
う
な
、
季
節
に
応
じ
た

企
画
の
重
要
性
を
痛
感
し
ま
し
た
。

　
サ
イ
ク
ス
で
は
、
食
の
創
造
館

を
拠
点
と
し
て
、
地
場
産
品
の
販

路
拡
大
や
農
商
工
連
携
に
よ
る
新

商
品
開
発
支
援
な
ど
、
高
付
加
価

値
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
都
市
部
等
の
小
売
店

や
飲
食
店
経
営
者
な
ど
と
の
マ
ッ

チ
ン
グ
の
機
会
を
創
出
す
る
と
と

も
に
、
サ
イ
ク
ス
が
有
す
る
広
範

な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
、
西

条
と
い
う
「
ま
ち
」
全
体
を
売
り

込
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

去
る
９
月
23
日
、
サ
イ
ク
ス
は

西
条
市
と
と
も
に
大
阪
市
の
心
斎

橋
に
あ
る
ス
ポ
ニ
チ
プ
ラ
ザ
大
阪

で
、「
え
ひ
め
西
条　

物
産
・
観

光
フ
ェ
ア
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
名
水
に
育

ま
れ
た
豊
か
な
「
食
」
と
、
折
し

も
紅
葉
間
近
と
な
っ
た
石
鎚
山
な

ど
の
観
光
と
い
っ
た
、
西
条
市
が

有
す
る
資
源
力
の
奥
深
さ
を
広
く

Ｐ
Ｒ
し
て
「
西
条
ブ
ラ
ン
ド
」
の

認
知
度
ア
ッ
プ
を
図
る
と
と
も
に
、

関
西
圏
域
の
飲
食
店
関
係
者
と
西

条
の
企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
目

的
と
し
た
も
の
で
、
市
内
の
酒
造

事
業
者
４
社
と
食
品
加
工
・
流
通

事
業
者
２
社
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
酒
造
事
業
者
に
よ
る
試

飲
・
販
売
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
西
条

の
豊
か
な
自
然
環
境
の
下
で
造
ら

れ
た
自
慢
の
地
酒
が
並
ん
で
い
ま

し
た
。
来
場
者
は
そ
の
一
つ
ひ
と

つ
の
味
を
確
か
め
な
が
ら
、
好
み

に
合
っ
た
も
の
を
購
入
で
き
る
と

あ
っ
て
、
両
手
い
っ
ぱ
い
に
買
い

求
め
る
人
の
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

大
手
外
食
チ
ェ
ー
ン
の
バ
イ
ヤ
ー

か
ら
は
、「
全
国
各
地
に
優
れ
た

地
酒
は
数
多
く
あ
る
が
、
そ
れ
ら

を
発
掘
す
る
の
は
容
易
な
こ
と
で

は
な
い
。
こ
の
よ
う
に
一
度
に
紹

介
す
る
こ
と
は
、
非
常
に
貴
重
で

良
い
取
り
組
み
で
あ
る
」
と
、
高

く
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
西
条
市
の
参
加
企

業
と
関
西
圏
の
飲
食
店
等
と
の
間

で
49
件
も
の
商
談
も
行
わ
れ
、
新

た
な
取
引
先
の
開
拓
に
結
び
付
く

事
例
が
生
ま
れ
る
な
ど
、
一
般
消

費
者
へ
の

物
産
・
観

光
Ｐ
Ｒ
だ

け
で
な
く
、

地
域
経
済

の
振
興
に

も
一
定
の

成
果
を
上

げ
る
こ
と

と
な
り
ま

し
た
。

　

フ
ェ
ア
当
日
、
開
始
時
刻
に
は

ま
だ
時
間
が
あ
る
と
い
う
の
に
、

イ
ベ
ン
ト
会
場
の
外
に
は
長
蛇
の

列
が
で
き
て
い
ま
し
た
。
道
行
く

人
も
何
事
か
と
立
ち
止
ま
り
、
会

場
内
に
所
狭
し
と
並
べ
ら
れ
た
西

条
の
魅
力
あ
ふ
れ
る
物
産
品
を
興

味
深
げ
に
覗
き
込
む
ほ
ど
で
す
。

そ
し
て
オ
ー
プ
ン
。
扉
が
開
い
た

そ
の
瞬
間
、
待
ち
か
ね
て
い
た
人

々
が
一
斉
に
押
し
寄
せ
ま
し
た
。

　

会
場
を
埋
め
た
多
く
の
来
場
者

の
中
に
、
西
条
市
出
身
と
い
う
一

人
の
女
性
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
。
そ
の
方
か
ら
は
、「
西
条
が

懐
か
し
い
。
ふ
る
さ
と
西
条
を
、

こ
れ
か
ら
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
し
て
欲
し

い
」
と
エ
ー
ル
を
送
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
に
も
ス
タ

ッ
フ
に
、「
絹
か
わ
な
す
」
を
使

っ
た
お
勧
め
の
レ
シ
ピ
や
西
条
野

菜
・
加
工
食
品
の
特
徴
を
尋
ね
る

人
、
ま
た
会
場
に
貼
ら
れ
た
ポ
ス

タ
ー
を
見
て
西
条
祭
り
に
つ
い
て

繰
り
返
し
質
問
を
す
る
人
な
ど
、

西
条
市
の
魅
力
を
大
き
く
発
信
す

る
絶
好
の
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

information vol.95

え
ひ
め
西
条　

物
産
・
観
光
フ
ェ
ア

大
阪
の
中
心
で
西
条
の
魅
力
を
発
信
！

フェアに出店した企業の皆さん

① ②

④

⑤ ⑥

③

多くの来場者があった大阪・心斎橋でのフェア
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■西条市庁舎
　℡0897－56－5151

■東予総合支所
　℡0898－64－2700

■丹原総合支所
　℡0898－68－7300

■小松総合支所
　℡0898－72－2111

市役所への
お問い合わせ先

　

そ
の
年
の
１
月
１
日
か
ら
12
月

31
日
ま
で
に
納
付
し
た
国
民
年
金

保
険
料
は
、
所
得
税
や
住
民
税
の

申
告
に
お
い
て
、
全
額
が
社
会
保

険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
に

は
、
保
険
料
の
納
付
を
証
明
す
る

書
類
の
添
付
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
家
族
の
国
民
年
金
保
険

料
を
納
付
し
た
場
合
も
、
納
付
し

た
本
人
の
社
会
保
険
料
控
除
に
加

え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、
保
険
料

の
納
付
を
証
明
す
る
書
類
と
し
て

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険

料
）
控
除
証
明
書
」
を
、
11
月
上

旬
、
ま
た
は
翌
年
２
月
初
旬
の
い

ず
れ
か
に
送
付
い
た
し
ま
す
。
年

末
調
整
・
確
定
申
告
等
の
際
に
は
、

こ
の
証
明
書
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

控
除
証
明
書
専
用
ナ

ビ
ダ
イ
ヤ
ル

ＴＥＬ
０
５
７
０

－
０
７
０

－

１
１
７

　

老
齢
や
退
職
を
支
給
事
由
と
す

る
年
金
は
、
所
得
税
の
課
税
対
象

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
課
税
対
象
と

な
る
受
給
者
の
方
に
は
、
毎
年
11

月
上
旬
ま
で
に
日
本
年
金
機
構
か

ら
扶
養
親
族
等
申
告
書
が
送
付
さ

れ
ま
す
の
で
、
期
限
ま
で
に
必
ず

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
申
告
に
よ
り
、
翌
年
中
に

受
給
す
る
年
金
に
か
か
る
所
得
税

の
源
泉
徴
収
税
額
が
決
ま
り
ま
す
。

　

提
出
を
忘
れ
る
と
各
種
控
除
が

受
け
ら
れ
ず
、
所
得
税
の
源
泉
徴

収
税
額
が
多
く
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

年
金
以
外
に
収
入
が
あ
る
方
は

確
定
申
告
が
必
要
で
す
。

■
送
付
対
象
者

○
65
歳
未
満
で
年
金
額
が
１
０
８

　

万
円
以
上
の
方

○
65
歳
以
上
で
年
金
額
が
１
５
８

　

万
円
以
上

■
問
合
せ　

新
居
浜
年
金
事
務
所

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

３
５

－

１
３
６
２

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、
国
民
年

金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
の
方
に
対

し
て
、
電
話
や
戸
別
訪
問
に
よ
る

納
付
や
免
除
等
の
申
請
手
続
き
の

案
内
を
民
間
事
業
者
へ
委
託
し
て

い
ま
す
。

■
新
居
浜
年
金
事
務
所
管
内

○
委
託
事
業
者

　

㈱
バ
ッ
ク
ス
グ
ル
ー
プ

○
委
託
期
間

　

10
月
～
平
成
25
年
１
月

○
委
託
事
業
者
連
絡
先

ＴＥＬ
０
１
２
０

－

９
８
７

－

９
２
７

■
民
間
委
託
に
関
す
る
問
合
せ

　

新
居
浜
年
金
事
務
所

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

３
５

－

１
３
６
２

～
日
本
年
金
機
構
～

国
民
年
金
の
社
会
保
険
料
控
除

証
明
書
を
送
付
し
ま
す

年
金
受
給
者
は
扶
養
親
族
等

申
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

国
民
年
金
保
険
料
の
案
内
を

民
間
委
託
し
て
い
ま
す

新館建設工事のため
市庁舎本館駐車場を
変更しました

■問合せ
　市庁舎本館庁舎建設室　庁舎建設係
　　　　　　　　　℡0897－52－1589

　市庁舎本館北側の駐車場は、新館建設工事
開始のため、利用できなくなりました。
　市役所に来庁される方は、別館東側駐車場
または、周辺３カ所に設けた代替駐車場をご
利用ください。
　工事期間中は、誘導員を配置し、空いてい
る駐車場にご案内します。
　少し離れた場所となるため、来庁される皆
さんには、ご不便をおかけすることになりま
すが、ご理解とご協力をお願いします。

G・S
主要地方道 壬生川 新居浜 野田線

G・S

交番

医院
至古川橋

至旧有料道路

Ｐ
西条高校

Ｐ

Ｐ

税務署
Ｐ

至加茂川橋 国道11号

西条南中学校
G・S

Ｎ

新館建設場所

Ｐ ・・・新館建設中の駐車場

県
道
西
条
港
線

市
役
所

本
館

市
役
所

別
館裁

判
所

法
務
局

G・S ・・・ガソリンスタンド
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10
月
１
日
か
ら
西
条
市
障
害
者

日
常
生
活
用
具
給
付
事
業
の
対
象

品
目
に
「
人
工
内
耳
用
電
池
」
が

加
わ
り
ま
し
た
。

■
対
象
者　

聴
覚
障
害
の
方
で
、

人
工
内
耳
を
装
用
し
て
い
る
方

■
給
付
上
限
額
（
月
額
）

　

２
０
０
０
円

■
申
請
先

○
市
庁
舎
別
館
社
会
福
祉
課

　

障
害
者
福
祉
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－
１
２
１
４

FAX
０
８
９
７

－

５
２

－
１
２
９
４

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

福
祉
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

人
工
内
耳
用
電
池
が
給
付
対
象

に
な
り
ま
し
た

20
日
㈫　

市
県
民
税
第
３
期
分
、

　

国
民
健
康
保
険
税
第
４
期
分
の

　

督
促
状
の
発
送

30
日
㈮　

国
民
健
康
保
険
税
第
５

　

期
分
の
納
期
限

※
督
促
状
１
通
に
つ
き
１
０
０
円

　

督
促
手
数
料
を
い
た
だ
き
ま
す
。

※
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、

　

納
期
限
日
の
預
金
残
高
に
ご
注

　

意
く
だ
さ
い
。

11
月
の
市
税
ご
よ
み

　

交
通
事
故
、
労
働
災
害
、
天
災

な
ど
で
生
計
を
維
持
し
て
い
た
父

母
等
が
死
亡
・
障
害
（
１
級
）
の

状
態
と
な
っ
た
児
童
の
福
祉
を
増

進
す
る
た
め
、
県
で
は
災
害
遺
児

福
祉
手
当
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

■
支
給
対
象
者

　

義
務
教
育
修
了
前
ま
た
は
高
等

学
校
に
在
学
す
る
遺
児
の
保
護
者

■
支
給
額
（
月
額
）

　

遺
児
１
人
に
つ
き
３
０
０
０
円

■
問
合
せ　

○
市
庁
舎
別
館
女
性
児
童
福
祉
課

　

子
育
て
支
援
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
７
０

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課　

　

福
祉
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

災
害
遺
児
福
祉
手
当

　

愛
媛
労
働
局
で
は
、
県
内
す
べ

て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
る
愛
媛

県
最
低
賃
金
を
改
正
し
、
10
月
24

日
か
ら
施
行
し
ま
し
た
。

■
10
月
24
日
以
降
分
最
低
賃
金

　

１
時
間　

６
５
４
円
以
上

■
問
合
せ

○
愛
媛
労
働
局
賃
金
室

ＴＥＬ
０
８
９

－

９
３
５

－

５
２
０
５

○
新
居
浜
労
働
基
準
監
督
署

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

３
７

－

０
１
５
１

愛
媛
県
最
低
賃
金
の
改
正

　この運動は、火災が発生しやすい気候となる時季を迎えるに
当たり、火災予防思想の一層の普及を図り、火災による死傷者
および財産の損失を防ぐことを目的として、毎年「119番の日」
である11月９日から１週間の日程で実施されています。
　消防本部では、防火ポスターによる啓発や商店街の立入検査
を行うとともに、事業所対抗の屋外消火栓操法大会等の行事を
計画しています。

　市内で、太陽光発電の訪問販売、電話勧誘に関
するトラブルが発生しています。
　太陽光発電システムを購入される際には、特に
次のことにご注意ください。

秋季全国火災予防運動
11月９日㈮～15日㈭ 実施

太陽光発電システム
の訪問販売にご注意
ください消すまでは　出ない行かない　離れない

平成24年度全国統一防火標語

■問合せ　西条市消防本部予防課　℡0897－56－0251

●３つの習慣
１ 寝たばこは絶対にしない。
２ 家の周りに燃えやすい物を置かない。
３ ガスコンロなどのそばを離れるとき
　 は、必ず火を消す。
●４つの対策
１ 逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災
　 警報器を設置する。
２ 避難経路はいつも整理整頓をする。
３ 火災を小さいうちに消すために、消
　 火器を備える。
４ お年寄りや身体の不自由な人を守る
　 ために、隣近所の協力体制をつくる。

住宅用火災報知機
を設置しましょう
　平成23年６月からすべ
ての住宅に住宅用火災警
報器の設置が義務化され
ました。大切な命を守る
ため、寝室など必ず設置
をお願いします。
　お年寄りや身体の不自
由な人などの世帯で、取
り付けが困難な場合は、
消防職員が訪問して、取
り付けをお手伝いします。
　お気軽に消防本部へご
連絡ください。

【住宅防火】
いのちを守る７つのポイント

【住宅防火】
いのちを守る７つのポイント

【住宅防火】
いのちを守る７つのポイント

■補助金に関する相談
　市庁舎本館商工労政課
　産業政策係　℡0897－52－1220
■契約、クーリングオフなどに関する相談
　市庁舎本館市民生活課
　消費生活相談窓口　℡0897－52－1495

○条件を満たせば国、西条市から補助金を受け
　られますが、補助金には上限額があります。
　（補助金で設置費全額をまかなうことはできません）

○「もうすぐ補助金が無くなります」「現在、
　キャンペーン中です」などと説明し、契約を
　急がせる業者には注意が必要です。
○複数の業者から見積もりを取り、比較するこ
　とが重要です。
○施工方法、支払い方法など、細かい内容を確
　認しましょう。
○一人で決めないで、ご家族と相談しましょう。
○訪問販売で契約した場合は、契約書類を受け
　取った日から８日間はクーリングオフ（無条
　件で解除）することができます。

不安に感じたら下記にご相談ください。
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１
９
８
０
年
以
前
の
旧
車
が
四

国
内
外
か
ら
約
１
８
０
台
集
ま
り

ま
す
。                                     

■
日
時
（
雨
天
決
行
）

　

11
月
４
日
㈰　

10
時
～
15
時

■
場
所　

石
鎚
山
ハ
イ
ウ
ェ
イ
オ

ア
シ
ス　

イ
ベ
ン
ト
広
場

※
高
速
側
の
オ
ア
シ
ス
駐
車
場
は

　

満
車
状
態
と
な
り
ま
す
の
で
、

　

臨
時
無
料
駐
車
場
（
小
松
中
央

　

公
園
）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
石
鎚
山
Ｓ
Ａ
か
ら
オ
ア
シ
ス
駐

　

車
場
へ
の
連
絡
道
は
、
歩
い
て

　

通
行
で
き
ま
せ
ん
。

■
内
容

　

豪
華
景
品
が
当
た
る
ビ
ン
ゴ
ゲ

ー
ム
、
宝
投
げ
、
バ
ザ
ー
な
ど
。

■
主
催　

周
桑
商
工
会
青
年
部   

■
問
合
せ

　

周
桑
商
工
会
小
松
支
所 

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

７
２

－

２
１
１
９

URLhttp://w
w

w
.shusou.or.jp  

ク
ラ
シ
ッ
ク
Ｃ
ａ
ｒ
ニ
バ
ル

in
小
松
２
０
１
２

展示される車はどれもが個性的で
オーナーの宝物です。会場いっぱ
いに並んだ愛車たちをぜひご覧く
ださい。

　

防
火
意
識
高
揚
の
た
め
、
少
年

消
防
ク
ラ
ブ
員
が
研
究
・
学
習
・

体
験
し
た
成
果
を
発
表
し
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
女
性
消
防
団
員
に

よ
る
楽
し
い
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な

ど
も
行
い
ま
す
。

■
日
時

　

11
月
４
日
㈰

　

９
時
～
12
時
30
分

■
場
所

　

総
合
体
育
館

■
問
合
せ　

　

消
防
本
部
予
防
課　

予
防
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－
０
２
５
１

第
８
回
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
大
会

【
し
あ
わ
せ
博
】

～
幸
せ
の
カ
タ
チ
揃
っ
て
ま
す
～

■
期
間

　

11
月
６
日
㈫
～
11
日
㈰

　

10
時
～
17
時

■
内
容

　

風
船
や
ド
レ
ス
、
プ
チ
ギ
フ
ト

な
ど
、
人
生
の
門
出
と
な
る
ブ
ラ

イ
ダ
ル
を
彩
る
物
を
展
示
。
西
条

で
生
ま
れ
育
ち
、
西
条
で
年
を
重

ね
た
い
、
そ
ん
な
二
人
に
。

■
場
所
・
問
合
せ

　

ひ
う
ち
会
館

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
３

－

１
１
３
１

ひ
う
ち
会
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
示
会

　

名
曲
「
千
の
風
に
な
っ
て
」
に

ち
な
み
、
平
成
21
年
度
に
㈱
朝
日

新
聞
社
が
全
国
募
集
し
、
大
き
な

反
響
を
呼
ん
だ
「
千
の
風
に
な
っ

た
あ
な
た
へ
贈
る
手
紙
」
の
作
品

展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
想
い
の

つ
ま
っ
た
手
紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
場
所

○
西
条
市
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー

○
石
鎚
山
ハ
イ
ウ
ェ
イ
オ
ア
シ
ス
館

■
今
後
の
予
定

　

市
は
、
㈱
朝
日
新
聞
社
か
ら
寄

託
を
受
け
、
保
管
し
て
い
る
４
千

通
を
超
え
る
手
紙
を
順
次
公
開
し

て
い
く
予
定
で
す
。

■
問
合
せ

　

市
庁
舎
本
館
行
政
改
革
推
進
課

　

地
域
振
興
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－
１
４
６
０

「
千
の
風
に
な
っ
た
あ
な
た
へ

贈
る
手
紙
」
作
品
展

　ふるさと市（産地直
売）、つきたて餅の販
売、周桑商工会模擬店
バザー、移動ふれあい
教室（小動物とのふれ
あい）、各種物品販売
・展示などを実施。
　景品付き餅投げは、11時と14時30分から！

日時　12月２日㈰　10時～15時
場所　丹原総合支所東駐車場
　　　丹原公民館、丹原福祉センター

問合せ　丹原総合支所農林水産課
主　催　丹原町米消費拡大推進連絡協議会

大地の恵　自然の恵　輝く瞳で生み出す力

　農業学習展、産
業展、文化展など
の展示、高校生や
各種参加団体など
による農水産品の
即売、バザーなど
各種催しを実施し
ます。

日時　11月10日㈯・11日㈰　９時～15時
場所　西条農業高等学校

問合せ　産業祭事務局（西条農業高等学校内）
　　　　℡0897－56－3611
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　藩政時代から受け継がれてきた小松地区の椿文化を
継承し、椿の森と人々の交流の場を広げるため、小松
つばき会の協力で「椿」・千年の森づくりの植樹を行
います。（参加自由）
　千年先に想いをはせて、ご家族や仲間で植樹に参加
しませんか。参加者には椿の苗木をプレゼントします。

※雨天の場合は、中止（小
　雨決行）します。催行の
　有無は、７時30分以降に
　お問い合わせください。
※くわ・スコップなどは各
　自でお持ちください。

日時　11月23日㈮　９時～
場所　小松中央公園　第１駐車場
日時　11月23日㈮　９時～
場所　小松中央公園　第１駐車場

問合せ　小松総合支所総務課　総務調整係

　

兼か
ね
さ久
池
に
渡
来
す
る
カ
モ
類
や

周
辺
の
植
物
を
観
察
し
よ
う
。

■
日
時　

11
月
25
日
㈰

　
　
　
　

10
時
～
12
時

■
場
所　

兼
久
池
（
丹
原
）

■
講
師　

西
条
自
然
学
校
代
表

　
　
　
　

山
本
貴
仁
氏

■
定
員　

30
人
（
先
着
順
）

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
。

■
申
込
期
限　

11
月
19
日
㈪

■
申
込
先　

市
庁
舎
別
館
環
境
衛

生
課　

環
境
計
画
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
２
１

E ﾒｰﾙkankyoeisei@
saijo-city.jp

第
３
回　

自
然
観
察
会

■
日
時　

11
月
20
日
㈫　
　
　
　

　

18
時
30
分
開
場　

19
時
開
演

■
場
所　

総
合
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

■
内
容　

社
会
人
落
語
日
本
一
決

定
戦
で
第
２
代
名
人
を
獲
得
し
た

豊
岡
台
病
院
院
長
枝
廣
篤
昌
氏
の

講
演
と
落
語
の
コ
ラ
ボ
。

■
申
込
方
法　

入
場
に
は
整
理
券

が
必
要
で
す
。
申
し
込
み
先
で
お

渡
し
し
ま
す
。

■
申
込
先　

㈳
伊
予
西
条
法
人
会

事
務
局
（
西
条
商
工
会
館
３
階
）

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
５

－

２
０
２
５

笑
っ
て
元
気
に
な
ろ
う
ぜ
い（
税
）

公
開
講
演
会

■
日
時　

11
月
10
日
㈯
・
11
日
㈰

○
10
日　

９
時
30
分
～
16
時

○
11
日　

９
時
30
分
～
15
時

■
場
所　

松
山
刑
務
所

（
東
温
市
見
奈
良
１
２
４
３
の
２
）

■
内
容

　

施
設
見
学
、
広
報
パ
ネ
ル
・
文

芸
作
品
の
展
示
、
刑
務
所
作
業
製

品
の
展
示
・
即
売
、
各
種
催
し
物

■
問
合
せ　

松
山
刑
務
所

ＴＥＬ
０
８
９

－

９
６
４

－

２
３
７
６

第
16
回
四
国
矯
正
展

　

目
か
ら
ウ
ロ
コ
が
落
ち
そ
う
な

ア
イ
デ
ア
グ
ッ
ズ
も
展
示
し
て
い

ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　

11
月
17
日
㈯
・
18
日
㈰

　

９
時
30
分
～
16
時

■
場
所

　

愛
媛
県
総
合
社
会
福
祉
会
館

（
松
山
市
持
田
町
３

－
８

－

15
）

■
内
容　

福
祉
用
具
の
展
示
、
住

宅
改
修
の
事
例
、
バ
ザ
ー
、
車
い

す
・
マ
ッ
ト
レ
ス
体
験
コ
ー
ナ
ー
、

体
力
測
定
、
各
種
研
修
な
ど

■
問
合
せ　

愛
媛
県
社
会
福
祉
協

議
会
（
担
当
・
山
田
）

ＴＥＬ
０
８
９

－

９
２
１

－

８
３
４
４

え
ひ
め
福
祉
用
具
フ
ェ
ア

　

え
ひ
め
ジ
ャ
ズ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
参
加
す
る
７
団
体
が
出
演
し
ま

す
。皆
さ
ん
、一
緒
に
愛
媛
の
ジ
ャ

ズ
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
！

■
日
時

　

11
月
18
日
㈰

　

14
時
30
分
～
17
時
30
分

■
場
所　

丹
原
文
化
会
館

■
出
演
団
体

　

ク
ラ
ッ
シ
ュ
ジ
ャ
ズ
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
、
Ｎ
Ｋ
Ｐ
ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
、

ス
ウ
ィ
ン
グ
キ
ッ
ス
ジ
ャ
ズ
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
、
オ
ル
ケ
ス
タ
セ
ト
ウ

チ
、
萬
屋
、
栗
田
敬
子
ト
リ
オ
＋

小
林
直
人
、
Ｌ
Ａ
Ｄ
Ｙ
Ｂ
Ｉ
Ｒ
Ｄ

■
入
場
料

　

１
５
０
０
円

※
前
売
り
券　

１
０
０
０
円

※
中
学
生
以
下
無
料

■
チ
ケ
ッ
ト
販
売
所

○
総
合
文
化
会
館

○
丹
原
文
化
会
館

■
問
合
せ　

　

県
民
総
合
文
化
祭
実
行
委
員
会

ＴＥＬ
０
８
９

－

９
１
２

－

２
９
７
２

県
民
総
合
文
化
祭
ジ
ャ
ズ
公
演

行事の日程・場所は、変更になる場合があります。

髙野進陸上競技教室

日　時 場　　所行　　事　　名

11日　8：30

18日　9：00

15日 19：00
22日 19：00
29日 19：00

25日　9：00

ひうち陸上競技場
ほか

ひうち陸上競技場
付設コース

ひうち陸上競技場

総合体育館

第53回社会人普及シングルス
東予地区大会

４日 11：00

10日 17：00

11日　9：00

25日 14：00

丹原運動公園
テニスコート

ビバ・スポルティア
ＳＡＩＪＯ

ビバ・スポルティア
ＳＡＩＪＯ

東予運動公園
テニスコート

23日 10：30 ひうち陸上競技場付設コース

西条ひうち長距離記録会

ＳＡＩＪＯチャレンジ・ザ・
スポーツ2012　ウォーキング大会

全国高校駅伝愛媛県予選

第18回テニス普及大会

愛媛中学駅伝

西条市民元気
ジャンプアップスポーツ

11月のスポーツカレンダー

女性のための
トレーニング教室
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運
動
の
基
本
「
走
る
」「
投
げ

る
」「
跳
ぶ
」
の
要
素
を
取
り
入

れ
た
体
力
測
定
を
行
い
、
こ
れ
か

ら
の
健
康
づ
く
り
と
体
力
向
上
に

役
立
て
て
み
ま
せ
ん
か
。 

■
日
時　

11
月
25
日
㈰　

14
時
～

■
場
所　

ビ
バ
・
ス
ポ
ル
テ
ィ
ア

Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｊ
Ｏ

■
対
象　

　

市
内
在
住
者
（
小
学
生
以
上
）

■
種
目
・
測
定
方
法

○
50
㍍
走

　

50
㍍
を
走
っ
た
時
間
を
測
定

○
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
投
げ

　

投
げ
た
距
離
を
測
定

○
立
ち
幅
跳
び

　

助
走
せ
ず
両
足
で
踏
み
切
っ
て

跳
ん
だ
距
離
を
測
定

■
特
別
講
師
に
よ
る
助
言
・
指
導

　

50
㍍
走
で
は
、
特
別
講
師
と
し

て
陸
上
４
０
０
㍍
走
日
本
記
録
保

持
者
・
髙
野
進
氏
を
お
迎
え
し
、

測
定
後
の
ス
ト
レ
ッ
チ
や
走
法
な

ど
を
指
導
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
記
録
証

　

参
加
者
に
市
長
と
髙
野
進
氏
連

名
の
記
録
証
を
交
付
（
当
日
の
記

録
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
）。

■
申
込
書
配
布
場
所　

　

市
庁
舎
別
館
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課
、

各
総
合
支
所
総
務
課
、
各
公
民
館

■
申
込
方
法

　

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

11
月
９
日
㈮
（
必
着
）
ま
で
に
提

出
ま
た
は
郵
送
（
フ
ァ
ッ
ク
ス
可
）

し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
先　

　

市
庁
舎
別
館
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課

ＴＥＬ
０
８
９
７

－
５
２

－

１
２
５
５

FAX
０
８
９
７
－

５
２

－

１
５
３
１

西
条
市
民
元
気

ジ
ャ
ン
プ
ア
ッ
プ
ス
ポ
ー
ツ

■
日
時
（
小
雨
決
行
）

　

12
月
16
日
㈰　

開
会
式
９
時
～

■
コ
ー
ス　

ひ
う
ち
陸
上
競
技
場

（
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
）
～
ひ
う

ち
内
折
返
し
コ
ー
ス

■
部
門
・
区
間
・
総
距
離

○
一
般
男
子
Ⅰ　

５
区
間　

21
㎞

○
一
般
男
子
Ⅱ　

５
区
間　

10
㎞

○
一
般
女
子　
　

５
区
間　

10
㎞

○
中
学
生
男
子　

６
区
間　

18
㎞

○
中
学
生
女
子　

５
区
間　

10
㎞

※
一
般
は
高
校
生
以
上
を
対
象

■
申
込
期
限　

12
月
４
日
㈫
必
着

■
申
込
先

○
市
庁
舎
別
館
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
５
５

○
東
予
体
育
館

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
５

－

５
５
４
６

○
丹
原
ま
た
は
小
松
総
合
支
所

　

総
務
課　

総
務
調
整
係

市
駅
伝
競
走
大
会（
西
条
会
場
）

■
実
施
日

　

11
月
21
日
㈬
・
23
日
㈮

■
巡
回
場
所

◯
高
山
農
園
み
か
ん
収
穫
体
験

○
成
龍
酒
造
蔵
元
見
学

○
旬
彩
串
ダ
イ
ニ
ン
グ
つ
づ
み

　

（
昼
食
）

○
小
松
史
跡
め
ぐ
り
等

※
交
通
事
情
な
ど
で
巡
回
場
所
を

　

変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
バ
ス
の
乗
降
場
所

　

観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
（
Ｊ
Ｒ
伊

予
西
条
駅
東
隣
）、
東
予
・
丹
原

・
小
松
の
各
総
合
支
所

■
定
員

　

各
30
人
（
定
員
を
超
え
た
場
合

は
抽
選
と
な
り
ま
す
）

■
参
加
費　

　

３
０
０
０
円
（
昼
食
代
含
む
）

■
申
込
期
限　

11
月
15
日
㈭

■
申
込
方
法

　

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
西
条
市
観
光
協
会
、
ま
た
は

各
総
合
支
所
総
務
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

　

十
河
信
二
記
念
館
内

　

西
条
市
観
光
協
会

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

２
６
０
５

市
内
名
所
を
巡
る
バ
ス
ツ
ア
ー

西
条　

ま
ち
め
ぐ
り

■日時　11月28日㈬　13時30分～16時
■場所　総合文化会館小ホール
■シンポジウム　テーマ「四国の発展と鉄道高速化」
　●基調講演「四国の鉄道と観光について」
　　講演者　須田　寛氏　東海旅客鉄道株式会社相談役
　●パネルディスカッション
　　出演者
　　○須田　寛氏　東海旅客鉄道株式会社相談役
　　○梅原利之氏　四国旅客鉄道株式会社相談役
　　○原　朗氏　東京大学名誉教授
　　○愛媛大学生　○西条高校生
■入場無料（整理券必要）
　　整理券は、観光交流センター、市内各図書館、
　　市内公民館にあります。

■問合せ　観光交流センター内　観光振興課　観光振興係　TEL0897－47－3575

新幹線の生みの親　第４代国鉄総裁

十河信二 先生（1884～1981）
旧制西条中学校出身。第２代西条市長
を務めたあと国鉄総裁に就任し、熱い
情熱と卓越した手腕で “夢の超特急”
東海道新幹線計画を実現した。

■企画展示
　●展示場所・期間
　　○総合文化会館展示室　11月28日
　　○十河信二記念館・西条図書館　11月１日～
　●展示内容
　　○十河信二先生関連遺品
　　○四国高速鉄道・観光関連等展示
　　○鉄道を支えるものづくり展示
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■
日
時
（
雨
天
決
行
）

　

12
月
２
日
㈰　

８
時
～
14
時　

■
場
所

○
集
合

　

総
合
文
化
会
館

○
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
・
イ
ベ
ン
ト

　

西
条
図
書
館
北
側
中
央
緑
地

■
コ
ー
ス

①
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

②
史
跡
探
訪
５
キ
ロ
ウ
ォ
ー
ク

③
環
境
ウ
ォ
ー
ク

■
定
員
（
①
は
定
員
な
し
）

　

②
１
０
０
人　

③
50
人

※
各
ウ
ォ
ー
ク
コ
ー
ス
へ
の
参
加

　

に
は
11
月
30
日
㈮
ま
で
の
申
し

　

込
み
が
必
要
で
す
。

■
そ
の
他
の
イ
ベ
ン
ト

　

環
境
イ
ベ
ン
ト
、
俳
句
大
会
、

絵
手
紙
・
ス
ケ
ッ
チ
教
室
、
写
真

コ
ン
テ
ス
ト
、
コ
ン
サ
ー
ト
、
グ

ル
メ
朝
市
な
ど

※
グ
ル
メ
朝
市
「
お
む
す
び
ア
ー

　

ト
を
作
ろ
う
」
は
参
加
費
と
し

　

て
５
０
０
円
と
11
月
20
日
㈫
ま

　

で
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

■
申
込
先

　

う
ち
ぬ
き
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

　

２
０
１
２
実
行
委
員
会

（
総
合
文
化
会
館
）

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
３

－

５
５
０
０

う
ち
ぬ
き
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

２
０
１
２

■
日
時

　

11
月
11
日
㈰　

10
時
～
14
時

■
場
所

　

新
居
浜
高
等
技
術
専
門
校
（
新

居
浜
市
大
生
院
１
２
３
３
の
２
）

■
内
容

　

も
の
づ
く
り
体
験
教
室
、
訓
練

生
実
技
披
露
、
技
能
サ
ー
ビ
ス
、

各
種
即
売
、
バ
ザ
ー
な
ど

■
問
合
せ

　

新
居
浜
高
等
技
術
専
門
校

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

４
３

－

４
１
２
３

　

毎
月
、
西
条
商
工
会
議
所
で
は

社
会
保
険
出
張
相
談
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
平
成
24
年
度
地
域
年
金

展
開
事
業
の
一
環
と
し
、
丹
原
で

出
張
年
金
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

■
日
時　

11
月
28
日
㈬

　
　
　
　

10
時
～
15
時
30
分

■
場
所　

丹
原
文
化
会
館

■
本
人
確
認
に
必
要
な
も
の

○
1
点
で
確
認
で
き
る
も
の

　

官
公
庁
が
発
行
し
た
顔
写
真
付

き
の
証
明
書
（
運
転
免
許
証
、
パ

ス
ポ
ー
ト
、
住
基
カ
ー
ド
な
ど
）

○
2
点
以
上
必
要
な
も
の

　

健
康
保
険
証
、
年
金
手
帳
、
年

金
証
書
、預
金
通
帳
、キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
、
各
種
受
給
者
証
、
診
察

券
な
ど

※
本
人
確
認
が
で
き
な
い
と
個
別

　

の
具
体
的
な
回
答
が
で
き
ま
せ

　

ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

新
居
浜
年
金
事
務
所

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

３
５

－

１
３
６
２

■
日
時　

11
月
29
日
㈭

　
　
　
　

13
時
30
分
～
16
時

■
場
所　

総
合
文
化
会
館

■
対
象

○
一
般
の
求
職
者

○
平
成
25
年
３
月
卒
業
予
定
者　

　
　
　

（
高
校
、
短
大
、
大
学
等
）

○
学
校
卒
業
後
、
３
年
以
内
の
既

　

卒
者

○
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災
し
、

　

愛
媛
県
に
避
難
さ
れ
て
い
る
方

■
準
備
物
ほ
か

○
履
歴
書
を
複
数
枚
準
備
。

○
参
加
企
業
は
、
事
前
に
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
に
掲
載
予
定
。

○
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
西
条
の
就
職
相

　

談
窓
口
や
専
門
家
に
よ
る
心
理

　

的
相
談
窓
口
も
開
設
。

■
問
合
せ　

愛
媛
県
地
域
共
同
就

職
支
援
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
８
９

－

９
４
６

－

８
０
２
３

URLhttp://ehim
e-tkssc.go.jp/

goudou.htm
l

新
居
浜
テ
ク
ノ
フ
ェ
ス
タ
'12

出
張
年
金
相
談
所
の
開
設

合
同
就
職
面
接
会（
西
条
会
場
）

【
紅
葉
の
治
平
堂
散
策
】

　

秋
の
小
道
を
散
策
し
、
お
昼
は

大
保
木
の
郷
土
料
理
「
お
つ
り
」

を
い
た
だ
き
ま
す
。

■
日
時
（
毎
日
開
催
・
雨
天
中
止
）

　

11
月
11
日
㈰
～
17
日
㈯

　

９
時
30
分
～
13
時
30
分

■
定
員　

各
６
人

■
参
加
費　

　

１
５
０
０
円
（
昼
食
代
含
む
）

■
必
要
な
物　

　

帽
子
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
歩

き
や
す
い
服
装
・
ク
ツ

【
草
木
染
・
ア
カ
メ
ガ
シ
ワ
で
染
め
る
】

■
日
時

　

11
月
21
日
㈬

　

９
時
30
分
～
12
時

■
定
員　

６
人

■
参
加
費

　

８
０
０
円
と
布
代

【
申
込
先
】

　

石
鎚
ふ
れ
あ
い
の
里

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
９

－

０
２
０
３

※
開
催
日
の
５
日
前
ま
で
に
お
申

　

し
込
み
く
だ
さ
い
。
定
員
を
超

　

え
た
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

石
鎚
ふ
れ
あ
い
の
里
体
験
教
室

次世代育成支援スポーツ事業

日時 11月25日㈰　９時～11時30分

場所 東予運動公園屋内運動場
ビバ・スポルティアＳＡＩＪＯ

●対象　市内の小学４～６年生
●定員　100人

講師　髙野 進氏
陸上400ｍ走で３回のオリンピック
に出場。1992年のバルセロナ五輪で
は日本の五輪短距離選手として60年
ぶりに決勝進出の偉業を達成。現在
は、東海大学教授、日本陸上競技連
盟理事等の要職で活躍中。

問合せ　市庁舎別館スポーツ健康課　℡0897－52－1255
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　わら細工で「しめ飾り」、かずら細工で「花かご」を
製作します。受講料は無料ですが、材料費が必要です。
■受講時間　10時～16時（日程・会場は下表のとおり）
■定　　員　わら細工：各30人　　かずら細工：各15人
■申込方法　11月11日㈰から23日㈮の間に、本人が各会
　　　　　　場へ直接お申し込みください。

12月４日㈫・５日㈬

日　 　程

１月23日㈬・24日㈭

12月８日㈯・９日㈰

１月12日㈯・13日㈰

12月12日㈬・13日㈭

２月13日㈬・14日㈭

西条東部地域交流
センター
℡0897－55－3961

西条西部地域交流
センター
℡0897－57－6061

創作の家
℡0897－56－7493

わ ら 細 工

内　 容

かずら細工

わ ら 細 工

かずら細工

わ ら 細 工

かずら細工

会場・申込先

■伝承民具特別教室の日程と会場

【
ま
き
お
先
生
の
子
育
て
講
座
in
西
条
】

■
日
時

　

11
月
６
日
㈫　

19
時
～
21
時　

■
場
所

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

（
も
て
こ
い
元
気
館
）

■
内
容　

講
演
ほ
か

■
講
師

　

山
本
万
喜
雄
氏

　
　
　

（
愛
媛
大
学
名
誉
教
授
）

■
対
象　

男
性

■
定
員　

20
人
程
度

■
問
合
せ

　

㈳
愛
媛
県
法
人
会
連
合
会

　

え
ひ
め
の
イ
ク
メ
ン
魅
力

　

ア
ッ
プ
推
進
事
業
（
藤
崎
）

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

３
７

－

５
５
２
２

【
ク
レ
ー
ム
対
応
セ
ミ
ナ
ー
】

　

お
客
様
の
「
不
」
の
感
情
の
見

つ
け
方
、
ク
レ
ー
ム
客
と
の
き
ず

な
を
つ
く
る
対
応
、
感
動
を
呼
ぶ

ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
、
事
前
に
ク

レ
ー
ム
を
防
ぎ
集
客
力
を
上
げ
る

方
法
、
ク
レ
ー
ム
か
ら
サ
ー
ビ
ス

を
増
や
す
方
法
を
学
び
ま
す
。

■
日
時　

　

11
月
14
日
㈬　

14
時
～
16
時

■
場
所　

　

西
条
商
工
会
館
本
所

■
テ
ー
マ

　

お
客
様
の
怒
り
を
笑
顔
に
変
え

る
！　

ク
レ
ー
ム
対
応
講
座

■
講
師

　

谷　

厚
志
氏　

○
日
本
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
協
会
基

　

礎
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

○
怒
り
を
笑
い
に
変
え
る
ク
レ
ー

　

ム
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

■
申
込
先　

○
西
条
商
工
会
議
所
本
所

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

２
２
０
０

○
西
条
商
工
会
議
所
東
予
支
所

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
４

－
５
０
０
０

え
ひ
め
イ
ク
メ
ン
・

　
　
　

カ
ジ
メ
ン
部
セ
ミ
ナ
ー

■
日
時　

　

11
月
15
日
㈭
・
16
日
㈮

　

19
時
～
21
時
30
分

■
場
所

　

ホ
テ
ル
ユ
ニ
バ
ー
ス

　
　
　
　
　
　
　

（
三
津
屋
南
）

■
テ
ー
マ　

家
族
の
絆

■
受
講
料　

１
０
０
０
円

■
申
込
先

　

愛
媛
東
予
モ
ラ
ロ
ジ
ー
事
務
所

（
砂
田
）

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

７
２

－

２
７
８
８

モ
ラ
ロ
ジ
ー

生
涯
学
習
セ
ミ
ナ
ー

■
日
時

　

11
月
17
日
㈯　

10
時
～
12
時

■
場
所

　

産
業
情
報
支
援
セ
ン
タ
ー

■
テ
ー
マ

　

建
築
家
と
考
え
る
家
づ
く
り

■
定
員　

40
人
（
先
着
順
）

■
申
込
先

　

西
条
地
産
地
消
の
家
づ
く
り
推

進
協
議
会
事
務
局
（
い
し
づ
ち
森

林
組
合
内
）

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

０
１
８
０

「
地
産
地
消
」

○得
家
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー

【臨時休館】　11月12日㈪・26日㈪は清掃作業などのため休館します。

●日時　11月14日㈬　10時～13時
●内容　山菜おこわと旬の魚を使った料理を作ります。
●講師　槇　満津子氏
●定員　16人（応募多数の場合は抽選）
●参加費　 2,000円
●申込期限　11月８日㈭

●日時　11月21日㈬　18時30分～20時30分
●内容　基本的なそば打ち体験をします。
●講師　西條そば　甲（きのえ）　荻原甲慎氏　
●定員　10人（応募多数の場合は抽選）
●参加費　 2,000円
●申込期限　11月14日㈬

●日時　11月18日㈰　10時～13時30分
●内容　西条ベジ「小松菜」を使った料理を３品作
　　　ります。当日はケーブルテレビの取材あり。
●講師　日本料理　和敬（わけい）　竹村竜二氏
●定員　10人（応募多数の場合は抽選）
●参加費　 2 ,500円　　●申込期限　11月９日㈮

商
工
会
議
所
セ
ミ
ナ
ー
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あ
な
た
は
い
ざ
と
い
う
時
に
大

切
な
人
を
救
う
こ
と
が
で
き
ま
す

か
？　

心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

使
用
法
、
止
血
法
、
異
物
除
去
法

な
ど
応
急
手
当
を
学
ぶ
講
習
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

■
日
時　

　

11
月
18
日
㈰　

９
時
～
12
時

■
場
所　

西
消
防
署
救
急
実
習
室

■
申
込
先　

○
西
消
防
署
救
急
係

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
８

－

０
１
１
９

○
東
消
防
署
救
急
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
５

－
０
１
１
９

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ
ペ

ー
ジ
か
ら
、
心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
使
用
方
法
が
学
べ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
パ
ソ
コ
ン
・
Ｐ
Ｃ

タ
ブ
レ
ッ
ト
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

な
ど
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ

い
。
受
講
時
間
は
60
分
ほ
ど
で
す
。

　

講
習
修
了
テ
ス
ト
で
80
㌫
以
上

正
解
す
る
と
受
講
証
明
書
が
発
行

さ
れ
ま
す
の
で
、
印
刷
ま
た
は
保

存
し
て
い
た
だ
き
、
救
命
講
習
会

の
と
き
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
各
消
防
署
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

○
東
消
防
署
救
急
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
５

－

０
１
１
９

○
西
消
防
署
救
急
係

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
８

－
０
１
１
９

市
民
救
命
士
養
成
講
習
会

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

応
急
手
当
て
を
学
び
ま
し
ょ
う

　

セ
ン
タ
ー
で
は
、
子
ど
も
を
預

か
り
育
児
を
援
助
す
る
「
提
供
会

員
」
を
募
集
中
で
す
。
受
講
し
て
、

活
動
に
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
時　

12
月
５
日
㈬

　
　
　
　

９
時
30
分
～
16
時

■
場
所　

東
予
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
内
容　

育
児
の
援
助
に
つ
い
て

必
要
な
知
識
と
技
術
を
学
習

■
対
象　

育
児
の
援
助
活
動
を
希

望
す
る
20
歳
以
上
の
方

■
定
員　

30
人
（
先
着
順
）

■
申
込
期
限　

11
月
26
日
㈪

※
講
習
中
の
託
児
を
希
望
さ
れ
る

方
は
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

市
庁
舎
別
館
女
性
児

童
福
祉
課
内　

西
条
フ
ァ
ミ
リ
ー

・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
・FAX
０
８
９
７

－

５
３

－

１
６
６
６

西
条
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
初
級
講
習
会

■
日
時

　

11
月
17
日
㈯　

12
時
30
分
開
場

　

13
時
30
開
演

■
場
所　

総
合
文
化
会
館

■
内
容

　

ヨ
コ
ミ
ネ
式
教
育
法
の
紹
介
、

講
演
会
（
子
ど
も
の
可
能
性
を
伸

ば
す
育
て
方
）

■
講
師

　

社
会
福
祉
法
人
純
真
福
祉
会
理

事
長　

横
峯
吉
文
氏　

■
定
員

　

４
０
０
人
（
先
着
順
）

※
無
料
託
児
サ
ー
ビ
ス
有

■
予
約
方
法

　

フ
ァ
ッ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
、

電
話
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

　

㈱
ジ
ェ
イ
コ
ム　

西
条
子
育
て

応
援
セ
ミ
ナ
ー
運
営
事
務
局

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
７

－

８
０
６
０

FAX
０
８
９
７

－

５
７

－
７
１
２
５

URLhttp://jcom
m

-care.co.jp/
kosodate/

第
２
回
西
条
子
育
て
応
援
セ
ミ
ナ
ー講師　横峯吉文氏

【
楽
し
い
年
賀
状
づ
く
り
】

■
日
時　

11
月
20
日
㈫
・
22
日
㈭

・
27
日
㈫
・
29
日
㈭
・
12
月
４
日

㈫
・
６
日
㈭　

10
時
～
12
時

■
内
容

　

年
賀
状
づ
く
り
の
基
礎
学
習

【
パ
ソ
コ
ン
で
写
真
を
楽
し
も
う
】

■
日
時　

11
月
18
日
㈰
・
25
日
㈰

・
12
月
２
日
㈰
・
９
日
㈰
・
16
日

㈰
・
23
日
㈰　

10
時
～
12
時

■
内
容

　

写
真
を
パ
ソ
コ
ン
に
取
り
込
む

方
法
と
編
集
の
基
礎
学
習

【
場
所
】　

中
央
公
民
館

【
定
員
】　

各
コ
ー
ス
14
人

※
定
員
を
越
え
た
場
合
は
抽
選
。

【
受
講
料
】　

学
習
教
材
実
費

※
テ
キ
ス
ト
代
１
０
０
０
円
程
度

※
テ
キ
ス
ト
は「
筆
ま
め
」を
使
用
。

【
対
象
】　

文
字
入
力
の
で
き
る
方

【
申
込
期
間
】

　

11
月
１
日
㈭
～
10
日
㈯

【
申
込
先
】　

中
央
公
民
館

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
５

－

４
０
３
０

中
央
公
民
館
パ
ソ
コ
ン
講
座

■
日
時
（
毎
週
土
曜
日
・
全
14
回
）

　

12
月
１
日
㈯
～　

18
時
～
20
時

■
場
所　

東
予
支
部
弓
道
場
（
周
布
）

■
参
加
料　

２
０
０
０
円

■
定
員　

10
人
（
先
着
順
）

■
申
込
先　

愛
媛
県
弓
道
連
盟
東

予
支
部
（
大
塚
）

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
４

－

５
９
２
４

弓
道
初
心
者
教
室

　

ソ
ロ
、
連
弾
、
他
の
楽
器
と
の

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
、
合
唱
な
ど
、
ピ

ア
ノ
を
使
用
し
た
も
の
で
あ
れ
ば
、

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

■
開
催
日
・
場
所

○
丹
原
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

　

12
月
９
日
㈰
（
応
募
者
多
数
の

　

場
合
は
８
日
㈯
も
開
催
）

○
総
合
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

　

12
月
22
日
㈯
～
24
日
㈪

■
開
演
時
間　

９
時
30
分
予
定

■
申
込
方
法

　

総
合
文
化
会
館
、
丹
原
文
化
会

館
な
ど
に
あ
る
申
込
用
紙
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限

○
丹
原　

11
月
６
日
㈫
（
必
着
）

○
総
合　

11
月
15
日
㈭
（
必
着
）

■
演
奏
時
間

○
個
人　
　
　

５
分  

○
グ
ル
ー
プ　

７
分

■
申
込
先

○
総
合
文
化
会
館

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
３

－

５
５
０
０

○
丹
原
文
化
会
館

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
８

－

３
５
５
５

２
０
１
２
ピ
ア
ノ
リ
レ
ー

　
　

コ
ン
サ
ー
ト
出
演
者
募
集
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平
成
25
年
度
新
入
園
児
を
募
集

し
ま
す
。
募
集
園
児
数
は
左
表
の

と
お
り
で
す
。
詳
し
く
は
、
各
幼

稚
園
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
対
象
の
幼
児　

西
条
市
に
住
所

が
あ
り
、
次
の
事
項
に
該
当
の
方

※
ひ
ま
わ
り
幼
稚
園
に
は
通
園
区

　

域
が
あ
り
ま
す
。

○
３
歳
児
学
級

　

平
成
21
年
４
月
２
日
～
平
成
22

年
４
月
１
日
の
出
生
児

○
４
歳
児
学
級

　

平
成
20
年
４
月
２
日
～
平
成
21

年
４
月
１
日
の
出
生
児

○
５
歳
児
学
級

　

平
成
19
年
４
月
２
日
～
平
成
20

年
４
月
１
日
の
出
生
児

■
入
園
願
書
な
ど
の
配
布
場
所

　

各
幼
稚
園
、
市
庁
舎
別
館
・
各

総
合
支
所
内
の
市
教
育
委
員
会
で

11
月
１
日
㈭
か
ら
配
布
し
ま
す
。

■
願
書
受
付
期
間

　

11
月
９
日
㈮
～
15
日
㈭

■
願
書
受
付
場
所

　

入
園
を
希
望
す
る
幼
稚
園
へ
願

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
入
園
決
定

　

各
幼
稚
園
で
12
月
中
に
入
園
児

を
決
定
し
ま
す
。
募
集
園
児
数
を

超
え
る
応
募
が
あ
っ
た
場
合
は
、

抽
選
で
入
園
児
を
決
定
し
ま
す
。

※
決
定
後
、
各
幼
稚
園
で
親
子
面

　

接
を
行
い
ま
す
。

■
入
園
に
お
け
る
費
用

○
授
業
料　

月
額
６
４
０
０
円

○
昼
食
や
通
園
バ
ス
な
ど
の
費
用

　

は
各
幼
稚
園
で
異
な
り
ま
す
。

　

市
内
私
立
幼
稚
園
で
は
、
平
成

25
年
度
新
入
園
児
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
募
集
期
間
な
ど
が
各
幼
稚

園
で
異
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く

は
各
幼
稚
園
（
左
表
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
市
で
は
就
園
奨
励
費
を
支
給
し

ま
す

　

就
園
奨
励
費
は
、
私
立
幼
稚
園

に
通
園
す
る
幼
児
の
保
護
者
の
経

済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
市

が
所
得
状
況
に
応
じ
て
保
育
料
を

軽
減
す
る
制
度
で
す
。

■
就
園
奨
励
費
の
問
合
せ

　

市
庁
舎
別
館
学
校
教
育
課

　

学
務
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
５
２

平
成
２5
年
度

市
立
幼
稚
園
新
入
園
児
募
集

平
成
２5
年
度

私
立
幼
稚
園
新
入
園
児
募
集
中

　西条市生活研究協議会丹原支部では、地元の野菜や
漬物、手作り味噌、柿ようかんなど盛りだくさんに詰
め込んだ愛情小包「土のめぐみ」冬便を、今年も12月
25日㈫に発送します。
■料金　１個4,000円（送料・消費税込）
■申込期間　11月１日㈭～12月10日㈪

都市部に暮らす人たちに、安心で安全なふるさとの味を! ■郵便振替での申込み
　次の口座に料金を振り込んでください。
　口座番号：01680－0－20772
　口座名義：土のめぐみ実行委員会
■申込先　○生活研究グループ員
　　　　　　松　木　℡0898－68－6478・090－4787－3084
　　　　　　黒　河　℡0898－68－5835
　　　　　　桑　村　℡0898－68－0249
　　　　　○丹原総合支所農林水産課

▼市立幼稚園の募集園児数・問合せ先

▼私立幼稚園の定員・問合せ先

めぐみ幼稚園
朔日市623－2 ℡0897－55－3442 200人

160人

175人

180人
110人
105人
　80人
105人

100人

西条栄光幼稚園
明屋敷236－17 ℡0897－56－2711

西条聖マリア幼稚園
大町716－1 ℡0897－55－2497

大町幼稚園 大町68 ℡0897－55－4193
玉津幼稚園 玉津202－5 ℡0897－55－6208
双葉幼稚園 飯岡975－1 ℡0897－55－2065
神戸幼稚園 洲之内甲221 ℡0897－56－3229
たから幼稚園 三津屋99 ℡0898－64－2306
にしやま幼稚園
丹原町古田甲717－2 ℡0898－68－7674

幼稚園名・所在地 電 話 番 号 定 員

ひまわり幼稚園
氷見乙639－2
℡0897－57－7797
東予南幼稚園
石田397－1
℡0898－64－3081
多賀幼稚園
北条1504
℡0898－64－2767
国安幼稚園
国安178－1
℡0898－66－5332
燧洋幼稚園
三芳305－3
℡0898－66－4773
小松幼稚園
小松町新屋敷甲2210－1
℡0898－72－2702

３０人（30人）
６人（30人）
９人（30人）

幼稚園名
所在地・電話番号

募集園児数
（  ）は定数

３歳児
４歳児
５歳児
３歳児
４歳児
５歳児
３歳児
４歳児
５歳児
３歳児
４歳児
５歳児
３歳児
４歳児
５歳児
３歳児
４歳児
５歳児

３５人（35人）
０人（35人）
２人（35人）

３５人（35人）
１２人（35人）
１８人（35人）
３５人（35人）
１０人（35人）
６人（35人）

３５人（35人）
２０人（35人）
１８人（35人）
２０人（20人）
６人（25人）
９人（25人）

学級別

■
開
園
予
定
日

　

平
成
25
年
１
月
４
日
㈮

■
開
園
場
所

　

大
町
（
大
町
小
学
校
東
側
）

■
定
員　

30
人
（
０
歳
～
５
歳
）

■
申
込
期
間

　

11
月
１
日
㈭
～
30
日
㈮

※
提
出
先
の
庁
舎
別
館
女
性
児
童

　

福
祉
課
ま
た
は
神
戸
保
育
園
に

　

申
込
書
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必

　

要
事
項
を
記
入
し
、
提
出
し
て

　

く
だ
さ
い
。

【
市
内
全
保
育
園（
所
）の
募
集
予
定
】

■
入
所
申
込
書
配
布

　

11
月
中
旬
～

■
入
所
受
付
期
間

　

12
月
３
日
㈪
～
17
日
㈪

■
問
合
せ　

市
庁
舎
別
館
女
性
児

童
福
祉
課
保
育
児
童
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
３
７

神
戸
保
育
園
分
園（
さ
く
ら
保
育
園
）

開
園
に
伴
う
入
所
者
募
集



よいお湯に、美味しい食事、日帰りでさっぱり、泊まりでのんびり！よいお湯に、美味しい食事、日帰りでさっぱり、泊まりでのんびり！

河之内甲494番地　TEL0898－66－0372　FAX0898－66－6461　info@hontani.com

年中無休　※清掃日は13時まで札止め。
●清掃日　本館・家族風呂：毎週水曜日
　　　　　新館：第２・４金曜日
●入　浴　９時～22時（札止め：21時30分）
●宿　泊　チェックイン：15時
　　　　　チェックアウト：10時

毎月６・16・26日は
いす式全身マッサージ器無料開放日

●旺玄会洋画展
　旺玄会中央展、関西展に出品した作品などと、会員に
よる近作を展示。
期間　11月７日㈬～21日㈬
●佐伯勇先生顕彰展
　丹原町出身で青少年育成に尽くさ
れた実業家・佐伯勇氏の遺徳を称え、
愛用の品々や貴重な写真などを展示。
期間　11月28日㈬～12月12日㈬

【開館時間】８時30分～17時　【11月休館日】月曜日、３日㈯、23日㈮

●古代越智氏伝説と史跡展
期間　～11月18日㈰まで（期間を延長しました）
●電子工作教室「電子サイコロ作り」－参加者募集ー
日時　11月18日㈰　10時～11時30分
対象　小学４～６年生　　定員　10人（先着順）
内容　ＬＥＤが点滅してサイコロの目が出るよ！
募集期間　11月１日㈭～15日㈭
【開館時間】９時30分～18時（土・日曜日は17時まで）
　　※東予地域文化祭のため、11月２日㈮：12時閉館、11月３日㈯：10時開館
【11月休館日】月曜日、６日㈫、27日㈫

●企画展示「近藤泰山～名工の技と作品～」
　だんじり彫刻師として名を残す近藤泰山の
「知られざる作品とその技」を紹介します。
期間　～11月11日㈰まで　
場所　小松温芳図書館２階　郷土資料室

【開館時間】９時～17時30分　　
【11月休館日】水曜日、５日㈪、26日㈪、30日㈮

●現代作家の陶芸作品展
期間　～12月中旬まで

【開館時間】９時～16時30分　【11月休館日】月曜日、６日㈫、27日㈫

佐伯 勇氏

たいざん

いす式全身マッサージ器無料開放！

【開館時間】オアシス館：９時～18時
　　　　　　椿 交 流 館：10時～22時（札止め21時30分）
【11月休館日】オアシス館：無休　　椿交流館：水曜日

●コリークラブ愛媛支部展覧会
　県内外からコリー犬とシェルティー犬が集まり、美し
いスタイルやポーズ、マナーを競います。
日時　11月11日㈰　10時～15時　　場所　イベント広場　　
問合せ　コリークラブ愛媛支部（永井）
　　　　℡090－9777－2214　
●俳画三人展
　えひめ俳画教室で学んだ宮武つねみさん、今井孝子さ
ん、合田敏子さんによる、条幅を中心とした作品展。
期間　11月12日㈪～30日㈮　　場所　椿交流館

●市内小・中学生無料開放日
日時　11月３日㈯・10日㈯　10時～12時
●無料クロール教室
日時　11月24日㈯　10時30分～11時
対象　市内小・中学生
●水中モニターで水泳フォームを確認しませんか！
登録料　市民：無料　市外の方：1000円（年度ごと）
使用料　300円（１回）　　ＤＶＤ録画　200円

【開館時間】10時～21時　【11月休館日】月曜日

●特別展示石鎚山写真展　　期間　11月１日㈭～29日㈭
●リードオルガンコンサート
　日本リードオルガン協会会員の田中依子氏による、優
しく温かい音色を聴いてみませんか。
日時　11月３日㈯　14時～15時30分
●寒蘭展
　日本の野生蘭の一種である「寒蘭」を展示します。
日時　11月23日㈮・24日㈯　　※24日は16時まで

【開館時間】９時～17時
【11月休館日】月曜日、６日㈫、27日㈫
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【開館時間】８時30分～17時
【11月休館日】月曜日、６日㈫、27日㈫

▼　プラネタリウム情報　▼

行事・教室名 日　　時 備　　　　考 行事・教室名 日　　時

こどもの国　11月の行事予定表

４日㈰
10：00～12：00

備　　　　考

３日㈯
13：30～15：30

電子工作教室
電子サイコロ

11日㈰
10：00～12：00

11日㈰
13：30～15：00

小・中学生
小学１～３年生は初級コース

小学生　定員：15人　材料費：200円　
申込期限：11月４日㈰
※定員を越えた場合は抽選

５歳～小学生　定員：30人
幼児は保護者同伴　材料費：500円
作品のお渡しには１週間ほどかかります

囲碁教室

10日㈯
10：00～12：00

11日㈰
13：30～15：30

小学生　定員：20人　材料費：300円
申込期限：11月７日㈬　12時まで
※定員を超えた場合は抽選

防災訓練体験教室
起震車体験・お楽しみイベント

24日㈯
10：00～12：00

18日㈰
10：00～12：00

17日㈯
19：00～20：30

小学生以上　定員：15人
小学１～３年生は保護者同伴

小学生　定員：10人
３年生以下は保護者同伴

●水墨画展示会「水墨画葦の会」
期間　11月３日㈯～８日㈭
時間　８時30分～17時（最終日は15時まで）
●水墨画展示会「華泉会」
期間　11月20日㈫～25日㈰
時間　８時30分～17時（最終日は14時まで）

※定員制の行事や教室は早めに、直接または電話でこどもの国へ予約してください。

七宝焼教室
小学生以上　定員：15人
材料費：350円　
作品のお渡しには３週間ほどかかります

小学生以上　定員：60人
小学３年生以下は保護者同伴

おいでよ！
おいもでパーティー

５歳以上　定員：70人
起震車による地震体験は10時～
11時まで自由に参加できます。

17日㈯
10：00～12：00

小学２～６年生　定員：15人　
必要な物：絵の具道具絵画教室

17日㈯
13：30～15：30

小学３年生～中学生　
定員：20人　材料費：100円イラスト教室

楽しい英語絵本の読み聞かせストーリーテリング 毎週土曜日
11：00～11：30

かみしばい、なぞなぞ、
絵本の読み聞かせなど

25日㈰
13：30～15：00

小・中学生
小学１～３年生は初級コース将棋教室

おはなしのへや
毎週土曜日
（３日を除く）
14：00～14：30

25日㈰
13：30～15：30

小学生　定員：15人
材料費：500円押し花教室

●木工教室
日時　11月10日㈯・24日㈯　13時30分～15時30分
ー参加者募集ー
　来年の干支を作ってみませんか！
定員　６人　　材料費　500円
●水彩画教室　
日時　11月２日㈮・16日㈮　19時～21時
●中高年ピアノ教室
日時　11月７日㈬・21日㈬　13時30分～15時30分
対象　40歳以上の初心者
●11月企画展「シュガー水彩画展」
期間　11月１日㈭～25日㈰

【開館時間】９時～22時　
【11月休館日】月曜日、６日㈫、27日㈫

●かずら細工展
　大保木公民館で活躍している
かずら細工教室の仲間たちによ
る、自然の姿を表現した作品展。
期間　11月２日㈮～29日㈭
●自分たちの作品展を開こう　ー展示作品募集ー
　考古歴史館の３階を市民の皆さん（団体、個人）の創作
活動の発表の場として無料で提供します。
　絵画や陶芸、手芸などジャンルは問いませんので、気軽
に考古歴史館までお問い合わせください。　
●火おこし体験
日時　11月11日㈰・25日㈰　11時～15時
※体験希望の方は、考古歴史館までお申し込みください。

【開館時間】９時～17時
【11月休館日】月曜日、６日㈫、27日㈫

ポーセラーツ教室
オリジナルの食器作り

おもしろ竹細工教室
スズムシ

太陽や星を見る会（第５回）
秋の星座と木星

どんぐり工作教室
リース作り

※12月の行事予定表は、11月15日㈭からこどもの国にあります。

クレヨンしんちゃん　かすかべ防衛隊
投影開始時間（10分前にはお越しください。約40分投影）
　○火～金曜日：13時30分、15時
　○土・日曜日・祝日：
　　11時、13時10分、14時20分、
　　15時30分　
　※第２・４土曜日の11時の
　　１回目は観覧料無料です。
観覧料　50～200円
　　（幼児、65歳以上の方は無料）

四国鉄道文化館
●ＳＬナンバープレート拓本製作体験
　ＳＬのナンバープレートを紙に写し取ります。
日時　11月４日㈰　11時～・13時～
●写真展「なつかしの蒸気機関車」前編
　ＣＡＮＯＮフォトサークルの藤原郁さん（西条市古川）
が撮影した、1970年代のＳＬ写真を展示します。
期間　11月４日㈰～１月10日㈭

【開館時間】８時～19時　
【11月休館日】四国鉄道文化館・十河信二記念館：水曜日、29日㈭
　　　　　　　※28日㈬は、開館５周年記念シンポジウムのため開館
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●ゲーム遊び（要申込）
　11月10日㈯
　14時～15時30分　
　対象：小学生
　定員：15人
●よく飛ぶ紙ヒコーキ（要申込）
　11月17日㈯
　10時30分～12時　　　　　　
　対象：小学生親子
　　　（高学年は児童のみの参加可）
　定員：15組　

●茶道クラブ
　11月10日㈯　10時～12時　　対象：幼児・小学生
●人形劇「おはなしえほん」
　11月17日㈯　13時30分～14時30分　　対象：幼児・小学生
　「ごんべ劇団」による人形劇です。
●リズム教室
　11月24日㈯　10時30分～11時30分　対象：幼児～小学３年生　
●焼いも大会（要申込）
　11月24日㈯　14時～16時　対象：幼児・小学生　定員：20人　
■乳幼児相談　　11月14日㈬　９時30分～11時
　必要な物：母子手帳　　保健師と保育士による乳幼児相談。

●やきいも大会（要申込）
　11月17日㈯　10時30分～12時
　対象：幼児・小学生　　定員：30人
●土曜あそび隊
「クリスマスリース作り」（要申込）
　11月24日㈯
　10時～11時30分
　対象：幼児・小学生
　定員：20人

●こども映画会「フレンズもののけ島のナキ」
　11月３日㈯　13時30分～15時
●いもほりと焼いも（要申込）
　11月17日㈯　10時～　　対象：幼児・小学生　定員：20人
●かんたん工作「クリスマス飾りを作ろう」
　11月24日㈯　13時30分～14時30分　　対象：幼児・小学生
●リトミック（要申込）　
　11月28日㈬　10時30分～11時
　対象：２歳～未就学児の親子　　定員：10組

【開館時間】８時30分～17時　　※幼児は、必ず保護者同伴でお越しください。
【11月休館日】月曜日、23日㈮、西条児童館：18日㈰

西条図書館：大町1590　℡0897－56－2668
東予図書館：周布427　  ℡0898－65－4797
丹原図書館：丹原町池田1733－1（丹原総合支所３階）　℡0898－68－8711
小松温芳図書館：小松町新屋敷甲3007－1　℡0898－72－5634

【開館時間】西条図書館：９時～22時　　
　　　　　　　東予図書館：９時～19時（２日は12時閉館、３日は10時開館）
　　　　　　　丹原図書館・小松温芳図書館：９時～19時
【11月休館日】西条図書館：30日㈮
　　　　　　　東予図書館：月曜日、６日㈫、27日㈫、30日㈮
　　　　　　　丹原図書館：金曜日（23日開館）、５日㈪、26日㈪、27日㈫　　　
　　　　　　　小松温芳図書館：水曜日、５日㈪、26日㈪、30日㈮

●２・16日（金曜日）
オレンジハイツグラウンド　10：00～10：40
グリーンハイツグラウンド　10：50～11：30
玉津小学校　　　　　　13：00～13：30
田滝小学校　　　　　　14：20～14：50
田野公民館　　　　　　15：10～15：20

●９日・23日（金曜日）
船屋集会所　　　　　　10：00～10：40
玉津団地集会所　　　　10：50～11：20
西条小学校　　　　　　13：00～13：30
桜樹公民館　　　　　　14：30～15：00

●３日・17日（土曜日）
楠河公民館　　　　　　10：00～10：30
庄内小学校　　　　　　10：50～11：20
国安公民館　　　　　　11：40～12：00
多賀小学校　　　　　　13：10～13：40
周布小学校　　　　　　13：50～14：20
吉井公民館　　　　　　14：30～15：00
伊曽乃神社鳥居前　　　15：20～15：40

●11日・25日（日曜日）
千野々バス停前　　　　９：30～10：00
兎之山集会所　　　　　10：20～10：50
舟形バス停横　　　　　11：00～11：30
大郷集会所　　　　　　13：30～14：00
志川集会所　　　　　　　　　　　14：20～14：50
中川公民館　　　　　　15：00～15：30

西条図書館
○ぴょんぴょんお話会
　11月10日㈯　15時～16時　　対象：幼児・小学生
○ぴよぴよお話会
　11月21日㈬　10時～10時30分・10時30分～11時　
　　　　　　　対象：乳幼児以上
東予図書館
○ころころどんぐりお話会
　11月21日㈬　10時30分～　　対象：乳幼児以上
丹原図書館
○ばらっこおはなし会
　11月10日㈯　14時～15時　　対象：幼児以上
○たんたんおはなし会
　11月22日㈭　10時30分～11時　　対象：乳児
小松温芳図書館
○おはなし会　　11月24日㈯　10時30分～　　対象：幼児以上
※その他の講座は各館で配布の「図書館だより」をご覧ください。

●12日・26日（月曜日）
野々市集会所　　　　　10：00～10：30
旧西田郵便局横　　　　10：40～11：10
壬生川小学校　　　　　13：00～13：30
東予北地域交流センター　13：50～14：20
庄内公民館　　　　　　14：40～15：20

●６日・20日（火曜日）
飯岡西原集会所　　　　10：00～10：40
飯岡戻川集会所　　　　10：50～11：20
橘小学校　　　　　　　13：00～13：30
西条西部公園　　　　　13：40～14：10
石根公民館　　　　　　14：30～15：00

●７日・21日（水曜日）
橘公民館　　　　　　　10：00～10：30
グループホームまなべ駐車場　10：40～11：10
飯岡小学校　　　　　　13：00～13：50
生涯学習の館　　　　　14：00～14：40
港新地集会所　　　　　14：50～15：20

●14日・28日（水曜日）
大谷西　　　　　　　　10：00～10：30
西福寺入口　　　　　　10：40～11：10
神戸小学校　　　　　　13：00～13：30
神戸公民館　　　　　　13：40～14：10
氷見公民館　　　　　　14：20～14：50
ウイングサポートセンター　15：10～15：40

●１日・15日・29日（木曜日）
若葉町みんなの広場　　10：00～10：30
ファミリーハイツ北公園　10：40～11：20
禎瑞小学校　　　　　　13：00～13：30
徳田公民館　　　　　　14：00～14：40
吉岡公民館　　　　　　15：00～15：30
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「
友
達
は
大
切
」

　
　
　

田
滝
小
学
校

　
　
　
　
　
　

５
年　

兵
頭　

凪

　

ぼ
く
の
学
校
は
全
校
児
童
が
11

人
（
平
成
23
年
度
）
で
す
。
朝
、

登
校
場
所
で
待
っ
て
い
る
と
、
み

ん
な
元
気
な
「
お
は
よ
う
」
の
あ

い
さ
つ
を
し
合
っ
て
、
に
こ
に
こ

顔
に
な
り
ま
す
。
朝
か
ら
声
か
け

し
合
う
こ
と
で
と
っ
て
も
い
い
気

持
ち
に
な
り
ま
す
。

　

ぼ
く
が
、
４
年
生
に
な
っ
て
友

達
が
４
人
ふ
え
ま
し
た
。
友
達
が

ふ
え
た
の
で
、
学
校
が
に
ぎ
や
か

に
な
り
、
と
て
も
明
る
く
な
り
ま

し
た
。
休
み
時
間
に
は
、
い
ろ
い

ろ
な
遊
び
を
し
ま
す
。
去
年
ま
で

は
、
サ
ッ
カ
ー
や
、
け・

・

・

・

い
ど
ろ
を

し
て
も
人
数
が
少
な
く
て
、
す
ぐ

に
つ
か
れ
た
り
終
わ
っ
て
し
ま
っ

た
り
し
て
い
ま
し
た
。
け
れ
ど
、

今
年
は
友
達
が
ふ
え
た
の
で
と
て

も
楽
し
く
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

遊
び
の
種
類
も
ふ
え
て
き
ま
し
た
。

と
く
に
、
水
曜
日
と
金
曜
日
の
全

校
の
み
ん
な
と
先
生
方
と
で
遊
ぶ

と
き
が
一
番
楽
し
い
で
す
。

　

放
課
後
も
遊
ぶ
と
き
は
、
み
ん

な
が
集
ま
り
や
す
い
学
校
の
運
動

場
で
遊
ぶ
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

声
を
か
け
合
っ
て
、
み
ん
な
で
集

ま
っ
て
遊
ん
で
い
ま
す
。

　

遊
び
の
中
で
、
と
き
ど
き
け
ん

か
も
し
ま
す
。
で
も
、
み
ん
な
で

話
し
合
い
、
す
ぐ
に
解
決
す
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
み

ん
な
す
っ
き
り
し
た
気
持
ち
で
、

ま
た
仲
よ
し
に
な
り
ま
す
。
す
る

と
、
遊
び
が
も
っ
と
楽
し
く
な
り

ま
す
。

　

じ
ゅ
業
の
と
き
は
、
去
年
ま
で

同
級
生
が
い
な
く
て
、
分
か
ら
な

い
問
題
や
こ
ま
っ
た
こ
と
が
あ
っ

て
も
、
す
ぐ
に
相
談
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
今
年
は
、
分
か
ら
な

い
こ
と
が
あ
る
と
友
達
に
相
談
で

き
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
、
友
達
が

い
て
よ
か
っ
た
な
と
思
い
ま
す
。

　

学
級
や
全
校
の
話
し
合
い
活
動

で
も
人
数
が
増
え
た
の
で
意
見
が

で
や
す
く
な
っ
て
話
し
合
い
が
ス

ム
ー
ズ
に
進
む
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
話
し
合
い
で
み
ん
な
が
意
見

を
出
す
の
で
、
自
分
の
思
い
を
伝

え
る
こ
と
が
で
き
た
り
、
友
達
の

思
い
や
考
え
を
聞
い
た
り
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ぼ
く
は
、
全
校
の
み
ん
な
の
こ

と
が
大
好
き
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

友
達
を
大
切
に
し
て
、
い
つ
ま
で

も
仲
良
く
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

※
筆
者
が
小
学
４
年
生
時
の

　
　

作
品
で
す
。

　

次
の
方
々
か
ら
ご
厚
志
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
順
不
同　

敬
称
略
）

ま
ご
こ
ろ
銀
行
へ　子どもたちを安全・安心な環境で守り育てるた

めに、家庭、地域ぐるみで見守り、育てる活動が
必要です。引き続き、支援をお願いします。
　西条市では、市内小・中・高校生から、非行防
止と健全育成に関する標語を募集し、優秀作品を
市内に掲示し広報啓発活動を実施しています。

11月１日～30日は
愛媛県 子ども・若者育成強調月間

■
個
人

○
佐
竹
紀
子
（
飯
岡
）

○
柳
瀬
英
子
（
壬
生
川
）

○
眞
田　

通
（
千
葉
県
印
西
市
）

○
渡
辺
ミ
チ
子
（
三
芳
）

■
各
種
団
体

○
松
田
歌
謡
教
室

○
西
条
市
社
会
福
祉
協
議
会　

壬
生
川
支
部

○
㈱
こ
っ
こ
ー

○
か
れ
ん
美
容
室

○
西
条
商
工
会
議
所　

女
性
会

○
中
川
さ
く
ら
保
育
園
保
護
者
会

○
小
松
歌
謡
ク
ラ
ブ

家庭・地域の教育力を高め、
　　　　健全な子ども・若者を育成しましょう

最優秀作品 帰り道「おかえり」の一声あたたかい
　　　　田野小学校４年　兼頭恵悟

女性に対する暴力をなくす運動期間
　９月20日、株式会社西条ドライビングスクールから
当市に、交通安全自転車シミュレーターが寄贈され、
中村忠司代表取締役から目録
が手渡されました。この寄贈
は、創立50周年を迎えた同社
が「地元企業として市民に貢
献したい」というご厚意から
実現したもので、寄贈品につ
いては、交通安全協会や警察
などが開催する交通安全教室
にて活用し、自転車交通事故
防止に役立ててまいります。

交通安全自転車シミュレーター
が寄贈されました

11月12日～25日は

　女性に対する暴力の一つ、配偶者からの暴力
は犯罪となる行為も含む重大な人権侵害です。
一人で悩まず、早めに相談ください。秘密厳守。
■相談機関
○愛媛県婦人相談所(月～金曜日)
　TEL089－927－3490
○愛媛県男女共同参画センター（火～日曜日）　
　TEL089－926－1644
○愛媛県警察本部　TEL0120－31－9110
○市庁舎別館女性児童福祉課（月～金曜日）
　TEL0897－52－1373
※女性児童福祉課では、専門相談員によるＤＶ相談を
　毎週水曜日（８時30分～17時15分）に行っています。

西条市教育委員会№96



　小松菜は乾燥に弱く、あまり
日持ちがしないので、買ったら
早めに食べ切りたい野菜です。
保存は、ぬれた新聞紙に包んで
ポリ袋に入れ、冷蔵庫に立てて
置きます。黄色い葉は劣化して
いるので取り除いてください。

　小松菜をはじめ、切り干し大根など野菜の中には
カルシウムを多く含むものがあります。カルシウム
は骨粗しょう症を防ぐために必要な栄養素です。日
本人の骨粗しょう症患者は、約 1,000万人いるとい
われています。予防のために、カルシウムを１日に
600～800㎎は摂取するように心がけましょう。

骨を丈夫にしよう！

栄養士チェック
　小松菜はβ‐カロテン、ビタミンＢ群、ビタミンＣ、カリ
ウム、カルシウム、食物繊維などを含んだ栄養価の高い緑黄
色野菜です。中でもカルシウムはほうれん草の約５倍で、効
能は動脈硬化・高血圧予防、粘膜や皮膚の保護、風邪予防、
骨粗しょう症予防、がん予防とたくさんあります。

栄養価（１人分当たり）

材　料（４人分）

①　水洗いした小松菜を沸騰したお湯で３分程湯がく。
②　①を冷水に漬けて10分程さらす。
③　②の水気を切り、茎は細かく、葉はぶつ切りに刻む。
④　ボウルに豆乳、薄口しょうゆ、塩、カツオ風だしの素
　を入れて、菜箸でかき混ぜる。
⑤　④に③の小松菜を入れ、なじませるようにかき混ぜた
　ら、さらに卵を入れてかき混ぜる。
⑥　卵焼き器に油を熱し、⑤を数回に分けて流し入れるよ
　うにして巻きながら焼く。巻き終わったら火を止めて粗
　熱を取り、食べやすい大きさに切る。

　

小
松
菜
の
発
祥
は
東
京
都
江
戸
川
区
の

小
松
川
付
近
と
さ
れ
て
お
り
、
江
戸
時
代

初
期
か
ら
栽
培
が
始
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

当
時
の
将
軍
が
鷹
狩
に
訪
れ
た
際
に
献
上

さ
れ
、
そ
の
地
名
か
ら
小
松
菜
と
名
付
け

ら
れ
た
と
い
う
い
わ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

発
祥
の
東
京
を
中
心
に
関
東
地
方
で
盛

ん
に
栽
培
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
栽
培

地
は
全
国
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

１
年
間
を
通
じ
て
栽
培
さ
れ
ま
す
が
、

冬
か
ら
春
に
か
け
て
が
旬
で
す
。
冬
場
の

小
松
菜
は
冷
た
い
空
気
か
ら
身
を
守
る
た

め
に
自
ら
の
糖
度
を
高
め
る
の
で
、
甘
み

が
増
し
、
特
に
お
い
し
く
な
り
ま
す
。
栄

養
価
も
高
い
の
で
、
ほ
う
れ
ん
草
と
並
び

カフェレスト「シャラ」（椿交流館内）　松下シェフ

ジュニア野菜ソムリエ
池田千秋さん

　特産の湯葉など地元食材にこだわったメニューを提
供しています。今回、地元産の小松菜と豆乳を使って
ご家庭でも手軽に作ることのできる卵焼きをアレンジ
してみました。椿交流館は道前平野や燧灘の遠望を楽
しめる温泉施設です。ぜひ、お立ち寄りください。

写真調整中

冬
の
貴
重
な
葉
物
野
菜
の
一
つ
で
す
。

　

選
ぶ
際
は
、
葉
が
厚
く
て
み
ず
み
ず
し

い
濃
い
緑
色
を
し
て
お
り
、
茎
に
ハ
リ
の

あ
る
も
の
が
お
す
す
め
で
す
。
葉
の
大
き

さ
が
そ
ろ
っ
て
い
て
、
根
の
長
い
も
の
は

良
品
で
す
。
ア
ク
や
ク
セ
が
少
な
い
の
で

下
ゆ
で
の
必
要
が
な
く
、
調
理
の
し
や
す

い
便
利
な
食
材
で
す
。

小松菜 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ４束　　塩 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 少々
豆乳 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 150ml　　カツオ風だしの素 ‥‥‥‥‥ 少々
卵 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ Ｌ８個　　サラダ油 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 少々
薄口しょうゆ ‥‥‥‥‥‥‥ 少々

小松菜入りの
豆乳たまご焼き
小松菜入りの
豆乳たまご焼き

小 松 菜

エネルギー ‥‥‥‥‥‥ 196kcal　　 タンパク質 ‥‥‥‥‥‥‥   14.5ｇ
脂質 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 13.4ｇ
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　県高校総合文化祭で優秀賞に輝き、第36回全国高等学校総合文化
祭に出場した小松高校日本音楽部代表者が市役所を訪れ、大会の様
子や今後の活動予定などを報告しました。毎日の自主練習により美
しい音色やハーモニーが奏でられるとのことで、全国大会で披露し
た調べを、市民の皆さんにも聞いてもらいたいと考えています。

　西条図書館の北側中央緑地に、とべ動物園から絵本や物語など
によく登場するウサギやモルモットなどの小動物がやってきまし
た。キーパー(飼育員)の方からゾウやキリンなど動物園の人気者
たちの不思議な生態に関するお話もあり、約300人の参加者の皆
さんは愛らしい動物たちとのふれあいのひと時を楽しみました。

　元全日本代表で、現在は母校である新
居浜商業高校女子バスケットボール部の
監督を務める窪田夕子先生に、ご指導を
いただいたバスケットボール教室。
　参加した70人の小学生たちは、パスや
ドリブル、フェイントなどの技術的な指
導を受けた後、新居浜商高のお姉さんた
ちとミニマッチで「走って、投げて、飛
んで」いました。　南海トラフを震源とする大規模地震の発生が危惧される中、企

業間の連携強化を図るため「西条市ひうち立地企業連絡協議会」
が合同防災訓練を実施しました。津波警報の発令を想定し、臨海
工業地帯で液状化が発生した場合の避難訓練や、県防災ヘリによ
る孤立者の救助、消防職員による搬送訓練などが行われました。

　秋の全国交通安全運動行事の一環として開催された大会では、
交通安全功労者への表彰や緑十字銅章の伝達のほか、小中学生が
交通安全作文を朗読し、約180人の参加者は交通事故防止への決意
を新たにしました。また、会場に設置された交通安全自転車シミ
ュレーター(関連記事20ページ)を体験する人の姿もありました。

　ＮＨＫ全国学校音楽コンクールと全日本合唱コンクール全国大会
に、それぞれ四国代表として出場する西条小学校と西条北中学校の
合唱部代表が市役所を訪れ、大舞台に向け「心を一つにして頑張り
たい」と決意を語ってくれました。このうち、西条小学校はコンク
ールで銅賞の栄に輝きました。おめでとうございます。

▲

キ
ー
パ
ー
さ
ん
の
お
話
に
興
味
津
々
の
子
ど
も
た
ち

▲
部
員
個
々
の
自
覚
で
鍛
錬
し
て
い
ま
す

▲
全
国
の
舞
台
を
見
据
え
た
皆
さ
ん

▲
県
消
防
防
災
航
空
隊
の
ヘ
リ
も
参
加

▲
窪
田
先
生
は
身
振
り
手
振
り
で
熱
血
指
導
く
だ
さ
い
ま
し
た

▲
作
文
を
発
表
し
た
高
山
隼
斗
君(

吉
岡
小)

と
久
門
哉
太
君(

西
条
東
中)

　本年５月にグループによる鋼船建造総数が２千隻に到達した、建造
船量国内トップ企業である今治造船㈱。当市の経済振興に多大な貢献
をいただいている同社の西条工場で、このほど記念すべき10 0隻目と
なる大型バラ積み貨物船(18万１千トン)が誕生しました。
　その高い造船技術力が世界の海をつないでいるのです。

▲
海
上
試
運
転
を
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　

大
型
バ
ラ
積
み
貨
物
船

9/8  かわいい小動物と図書館でふれあい

9/22  ワンランク上の技術を磨け！

9/29  安全で快適な交通環境づくりを推進

日本伝統の調べを全国に届けました！

全国に届け！心を一つにした私たちの歌声

西条での100隻目が誕生！

9/19  津波や液状化に備えて合同防災訓練
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9/28  ～心豊かな21世紀を～  老人福祉大会 ～いつまでもお元気で～ 小松地区で敬老会
　市内各地区で順
次開催された敬老
会行事も、小松地
区の２会場で今年
度のフィナーレを
迎えました。
　地元婦人会や地
域の皆さんのご尽
力により和やかで
笑顔に包まれた会
場では、園児らが
元気いっぱいの歌
や踊りを披露する
などして、式典が
いっそう楽しいも
のになりました。

　敬老月間の締めくくり行事として、丹原文化会館で開催された
老人福祉大会では、老人クラブ活動における功労者や金婚の節目
を迎えられたご夫婦などの顕彰に続き記念講演が行われました。
　また、数え年106歳の矢野雪枝さん（北条）に、園児が花束と
メッセージを贈りご長寿をお祝いしました。

▲
 

花
束
を
受
け
取
り
ニ
ッ
コ
リ

▲
 

園
児
ら
よ
り
百
歳
も
先
輩
の
矢
野
さ
ん

▲

７
日
８
時
10
分
頃
、嘉
母
神
社
境
内（
宮
出
し
）

▲

15
日
19
時
30
分
頃
、丹
原
公
民
館
駐
車
場

▲

16
日
18
時
20
分
頃
、小
松
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

▲

14
日
９
時
30
分
頃
、本
殿
祭
に
迎
う
石
岡
神
社
へ
の
坂
道

▲

16
日
９
時
50
分
頃
、旧
西
条
藩
陣
屋
跡
お
堀
前（
御
殿
前
）

▲

17
日
９
時
30
分
頃
、大
生
院
渦
井
川
河
原

▲

６
日
18
時
50
分
頃
、Ｊ
Ｒ
壬
生
川
駅
前
通
り

訂
正
と
お
詫
び
　

広
報
さ
い
じ
ょ
う
10
月
号
25
ペ
ー
ジ
の
「
第
８
回
市
民
総
合
体
育
大
会
」
空
手
道
の
結
果
で
、
組
手
・
形

優
勝
の
「
伊
藤
迅
城
さ
ん
（
西
条
北
中
）
」
は
（
西
条
南
中
）
の
誤
り
で
し
た
。
訂
正
し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。



　
俳
　
句	

　
　
　
　
　

横

山

容

子
　

選

帰
り
花
雲
の
白
さ
に
消
え
さ
う
に

　
　
　
坂
田
宏
子

木も
く
せ
い犀

の
香
も
児
の
声
も
風
の
中

　
　
　
　
鴻
上
澄
子

離
れ
て
も
木
犀
の
香
の
付
い
て
来
る

　
　
坂
田
恭
子

金
銀
の
木
犀
あ
り
て
寺
親
し

　
　
　
　
　
高
橋
信
子

気き

く

ば配
り
の
言
葉
掛
け
合
ひ
草
の
花

　
　
　
田
坂
淳
子

手
を
か
ざ
し
探
す
枝
先
帰
り
花

　
　
　
　
藤
本
満
恵

忍
び
寄
る
秋
に
活

か
つ
り
ょ
く力

取
り
戻も

ど

す
　
　
　
吉
木
あ
つ
み

風
涼
し
岡
に
風ふ

う
し
ゃ車

の
並
び
建
つ
　
　
　
　
越
智
忠
子

　
川
　
柳	

　
　
　
　
　

平

尾

忠

文
　

選

追
い
か
け
る
仕
事
体
に
む
ち
打
っ
て
　
今
井
マ
サ
コ

さ
ま
ざ
ま
の
出
逢
い
と
別
れ
人
の
世
は
　
三
好
清
信

腰
曲
が
り
挨
拶
し
た
と
間
違
わ
れ
　
　
　
武
田
智
明

勇
気
出
し
老
後
の
為
に
タ
バ
コ
止
め
　
　
近
藤
忠
夫

孫
生
ま
れ
囲
む
笑
顔
は
宝
物
　
　
　
　
池
田
智
恵
子

啼
き
終
え
た
短
い
命
蝉
が
逝
く
　
　
　
高
橋
ト
シ
子

お
よ
ば
れ
に
さ
わ
や
か
な
茶
器
お
人
柄
　
戸
田
代
子

腕
組
ん
で
名
案
浮
か
び
手
を
叩
く
　
　
　
日
野
耕
生

　
短
　
歌	

　
　
　
　
　

藤

田

虎

雄
　

選	

暁
の
雲
間
に
出い

づ
る
十い

ざ

よ

ひ

六
夜
の
月
影
清さ

や

か
し
ば
し
惜

し
め
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
青
木
タ
ク
ヨ

秋
空
に
一ひ

と

ひ
ら
浮
か
ぶ
白
い
雲

　
西
に
向
か
う
か
ゆ

っ
く
り
動
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
岡
啓
子

運
動
会
孫
の
姿
を
目
で
追
え
り

　
あ
と
の
数す

う

ほ歩
が
テ

ー
プ
に
と
ど
か
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
加
藤
千
賀
子

青
き
花
南
の
島
の
朝
顔
は
わ
が
庭
覆お

お

い
て
秋
彼
岸
来

る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
伯
利
枝

あ
あ
だ
っ
た
、
こ
う
だ
っ
た
ね
と
懐
か
し
く
娘
と
私

わ
た
し

夫つ
ま

の
墓
前
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
賀
和
子

リ
ン
リ
ン
と
鳴
く
虫
の
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っ
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今
井
一
子
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な

が長
に
は
虫
の
音ね

さ
え
も
楽
し
げ
に

　
あ
れ
は
う
ま

お
い
、
あ
れ
は
こ
お
ろ
ぎ
　
　
　
　
　
越
智
百
合
子

昨
年
は
一
日
も
欠
か
さ
ず
つ
け
し
日
記
　
今
年
幾い

く
に
ち日

か
忘
る
る
日
あ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
塩
見
田
鶴
子

■
俳
句
・
川
柳
・
短
歌　

作
品
募
集

　

作
品
（
俳
句
・
川
柳
・
短
歌
の
別
を
書
き
、
漢
字
に

は
ふ
り
が
な
を
振
っ
て
く
だ
さ
い
）・
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
明
記
し
、
毎
月
１
日
ま
で
に
担
当
課
へ
郵

送
・
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
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▲国際交流員
　チュオン・
　　ディン・レーさん

                                　　　　　　　　　Xin (シン) Chao (チャオ)（ベトナム語でこんにちは）。私は
                                    　　　　　　　ベトナムのフエ市から来ましたディン・レ－と申します。
                                　　　　　　　　私が初めて日本に来たのは14年前でした。最初は日本語が全
                                    　　　　　　くしゃべれませんでした。言葉が通じないと何もできないとい
                                    　　　　　　う事がわかりました。それに、３カ月ほど文化ショックや食べ
物が合わないなどがあって、とても大変でした。しかし、３カ月後、私は自分自身を克服しました。そ
れから、会社の社員や周りの人々と話す事ができるために毎日一生懸命日本語を勉強して、６カ月でや
っと皆と会話ができるようになりました。
　約２年間東京で日本語や設計技術を習ったり、日本人の普通の生活習慣や文化なども体験しました。
但し、短期間でなかなかたくさん覚えられませんでした。もっともっと知りたかったのですが、ベトナ
ムに帰らなければならなかったので、とても残念でした。今回、国際交流員になって、西条市役所で働
かせていただきまして、とても嬉しいです。私は西条市の皆さまに出会う事は縁だと思います。
　私は西条市へ行く前に仕事がうまくできるのか、日本での新生活や職場の規則に慣れていけるのか、
心配がたくさんありました。来日してから、最初は困る事もありましたが、市役所の周りの方々が親切
で、だいぶ安心しました。それに、知らない事や困る事がある時はすぐ熱心に教えていただき、本当に
助かりました。今、気持ちも落ち着いて、生活や職場の規則にも少し慣れました。
　国際交流員として、これから両市の文化交流を行っていきたいと思います。そして、西条市の皆さま
にベトナムの言葉や文化などを少しでも伝えていきたいのです。皆さまに支援していただいて、心から
感謝しております。これからよろしくお願いいたします。

西条市の皆さまへ

広報さいじょう　2012　11月号25
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■行政相談
○11月６日㈫・12月４日㈫  13時～15時　市民会館（東予総合支所隣）
　問合せ　東予総合支所総務課　℡0898－64－2700内線134
○11月13日㈫　９時～12時　丹原福祉センター　　
○11月27日㈫　９時～12時　徳田公民館
　問合せ　丹原総合支所総務課　℡0898－68－7300内線229
○11月13日㈫　13時～15時　市庁舎本館市民生活課
　問合せ　市庁舎本館市民生活課　℡0897－52－1243
○11月16日㈮　13時～15時　小松農村環境改善センター
　問合せ　小松総合支所総務課　℡0898－72－2111内線215
■人権相談
○11月16日㈮　13時～17時　小松農村環境改善センター
　問合せ　小松総合支所総務課　℡0898－72－2111内線215
○月～金曜日（祝日除く）　８時30分～17時15分
　松山地方法務局西条支局
　問合せ　松山地方法務局西条支局　℡0570－003－110
　　　　　西条人権擁護委員協議会　℡0897－56－0188
■法律相談
　弁護士による法律相談（定員15人、１人15分）
　事前予約が必要。先着順（予約受付は11月１日㈭～）
○11月14日㈬・28日㈬　13時～17時　市庁舎本館市民生活課
　問合せ　市庁舎本館市民生活課　℡0897－52－1493
○11月21日㈬　13時～17時　市民会館（東予総合支所隣）
　問合せ　東予総合支所総務課　℡0898－64－2700内線134
■消費生活相談　　月～金曜日（祝日除く）　
○８時30分～17時15分　市庁舎本館市民生活課　℡0897－52－1495
　　　　　　　　　　　各総合支所総務課（電話番号は８頁上段掲載）
○９時～19時　愛媛県消費生活センター　℡089－925－3700
■司法書士法律無料相談（相続、遺言、多重債務相談を含む）
　11月13日㈫　10時～12時（受付は11時15分まで）
　市民会館（東予総合支所隣）
　問合せ　愛媛県司法書士会　℡0898－68－3373　担当：池田
■社会保険等相談
　11月８日㈭　10時～16時　市民会館（東予総合支所隣）
　問合せ　市庁舎本館商工労政課　℡0897－52－1482
■社会保険出張相談
　11月14日㈬　10時～15時30分　西条商工会議所
　問合せ　新居浜年金事務所　℡0897－35－1362
　年金定期便のお問い合わせは専用ダイヤル0570－058ー555へ
■不動産無料相談
　11月８日㈭　13時～15時　
　宅建協会西条支部（明屋敷57－11兵庫ビル２階）
　問合せ ・ 主催　宅建協会西条支部　℡0897ー55ー0988
■無料不動産相談
　11月12日㈪　13時～15時
　西条商工会議所東予支所　℡0898－64－5000
　主催　宅建協会周桑支部、西条商工会議所

■子育て相談
◆カウンセラーによる専門的相談（教育・発達、医療など）
　土・日曜日　10時～16時　総合福祉センター（もてこい元気館）
　問合せ　地域子育て支援センター「ひだまり」　℡0897－55－1018
※11月17日㈯　９時～12時　らっこ・はうす（東予南保育所内）
　でも専門的相談を実施します。
◆平日の子育て相談（地域子育て支援センター）
　○ひだまり　　総合福祉センター内　℡0897－55－1018
　○おさなごゆめの城　飯岡保育園内　℡0897－55－2311
　○らっこ・はうす　東予南保育所内　℡0898－64－3112
　○たんぽぽくらぶ　小松東保育所内　℡0898－72－2538
　○さくらんぼ　中川さくら保育園内　℡0898－73－2141
■女性児童各種相談　受付時間：８時30分～17時15分
◆家庭児童相談　月～金曜日（祝日除く）
　市庁舎別館女性児童福祉課、東予総合支所市民福祉課
◆婦人相談（ＤＶ相談含む）
　月・火・木・金曜日（祝日除く）市庁舎別館女性児童福祉課
　毎週水曜日（祝日除く）　　　　東予総合支所市民福祉課
◆母子自立相談
　火・水・金曜日（祝日除く）　　市庁舎別館女性児童福祉課
　月・木曜日（祝日除く）　　　　東予総合支所市民福祉課
◆ＤＶ専門相談（夫やパートナーからの暴力についての相談）
　毎週水曜日（祝日除く）　　　　市庁舎別館女性児童福祉課
　問合せ　市庁舎別館女性児童福祉課　℡0897－52－1373
　　　　　東予総合支所市民福祉課　　℡0898－64－6767
■心配ごと相談
○総合福祉センター（もてこい元気館）　℡0897－53－0880
　月～金曜日（祝日除く）　13時～16時
○東予総合福祉センター（ほほえみプラザ）　℡0898－64－2600
　月・金曜日（祝日除く）　９時～12時
○丹原福祉センター　℡0898－76－2433
　毎週火曜日（祝日除く）　９時～12時
○小松地域福祉センター　℡0898－72－6363
　第２・４水曜日（祝日除く）　13時～16時
　問合せ・主催　社会福祉協議会　各支所
■精神障害者の家族相談会
　11月15日㈭　13時30分～15時30分
　総合福祉センター２階社会活動団体室
　問合せ　さくら家族会（さくらんぼハウス内）℡0897－53－1803
■補聴器相談会
　11月21日㈬　10時～15時　市庁舎本館１階1 0 2会議室
　　　　　　　　　　　　　東予総合支所１階第１会議室
　問合せ　市庁舎別館社会福祉課　℡0897－52－1214
■お酒の悩み相談
　11月28日㈬　18時～19時　総合福祉センター３階会議室１
　問合せ　西条断酒会　℡0897－55－8030　担当：辻本
■青少年電話相談
◆ヤングテレホン　月～金曜日（祝日除く）８時30分～17時
　℡0897－52－2828（青少年育成センター）
◆いじめ相談ダイヤル24　毎日24時間受付
　℡0570－0－78310（ＰＨＳ・ＩＰ電話は℡089－960－8522）

■東予若者サポートステーション出張相談会
日時　11月６日㈫・20日㈫　13時～17時（完全予約制）　
場所　ハローワーク西条
対象　おおむね40歳未満で就業していない方、その保護者
問合せ　東予若者サポートステーション　℡0897－32－2181
　　　月～水・金曜日：10時～18時　木曜日：11時30分～19時30分
■犯罪被害者相談窓口へご相談ください
　～犯罪被害で悩んでいる方へ～
　一人で悩まず、下記の窓口にご相談ください。
【警察総合相談電話窓口】
　０１２０－３１－９１１０　または　#９１１０
【一般社団法人・NPO法人　被害者こころの支援センターえひめ】
　０８９－９０５－０１５０
　毎週火・木・土曜日　10時～16時（祝日・年末年始除く）

■全国一斉「女性の人権ホットライン」強化週間
　夫やパートナーからの暴力「ＤＶ」、職場等でのセクシュ
アル・ハラスメント、性犯罪、ストーカー行為、女性差別、
離婚問題等の家庭内問題など、女性の人権に関するあらゆる
相談に電話で応じます。※予約不要、無料、秘密厳守
日時　11月12日㈪～18日㈰
　　月～金曜日　８時30分～19時　土・日曜日　10時～17時
電話番号　０５７０－０７０－８１０（ＩＰ電話は利用不可）
相談担当　人権擁護委員、法務局職員
問合せ　松山地方法務局　℡089－932－0888
■犯罪被害者週間
　毎年11月25日から12月１日までの１週間は、「犯罪被害者
週間」です。被害者、被害者の遺族の心情を理解し、社会復
帰を支援しましょう。
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【最近10年間の西条、新居浜、四国中央市の細菌性髄膜炎症例】

　

救
急
と
予
防
接
種
の
関
係
？　

　

皆
さ
ま
は
あ
ま
り
関
係
な
い
と

思
わ
れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
実

は
意
外
と
深
い
関
係
が
あ
り
ま
す
。

　

細
菌
性
髄
膜
炎
と
ロ
タ
ウ
イ
ル

ス
胃
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炎
を
通
し
て
説
明
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
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性
髄
膜
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細
菌
性
髄
膜
炎
と
は
脳
や
脊
髄

を
お
お
う
膜
に
細
菌
が
感
染
す
る

病
気
で
、
抗
菌
薬
の
発
達
し
た
現

在
で
も
死
亡
率
は
10
パ
ー
セ
ン
ト
、

難
聴
、
精
神
障
害
な
ど
の
後
遺
症

は
20
～
30
パ
ー
セ
ン
ト
に
み
ら
れ

る
非
常
に
怖
い
病
気
で
す
。
そ
の

頻
度
は
決
し
て
高
く
あ
り
ま
せ
ん

が
、
国
内
で
1
年
間
に
１
０
０
０

例
く
ら
い
発
症
し
て
い
ま
す
。
原

因
と
な
る
細
菌
の
代
表
が
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
菌
ｂ
型
（
ヒ
ブ
）
と
肺

炎
球
菌
で
す
。

　

最
近
10
年
間
で
の
西
条
、
新
居

浜
、
四
国
中
央
市
の
細
菌
性
髄
膜

炎
症
例
を
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

そ
の
結
果
を
お
示
し
し
ま
す
。

　

年
齢
と
原
因
菌
で
は
、
生
後
2

日
目
、10
日
目
の
Ｂ
群
溶
連
菌（
Ｇ

Ｂ
Ｓ
）
が
2
例
で
、
3
カ
月
か
ら

4
歳
児
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌
ｂ

型
（
ヒ
ブ
）
11
例
、
肺
炎
球
菌
4

例
で
し
た
。
平
均
年
齢
は
15
カ
月

で
し
た
（
下
図
）。
現
在
、
5
歳

未
満
の
子
ど
も
に
対
し
て
ヒ
ブ
ワ

ク
チ
ン
と
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
が

公
費
負
担
な
っ
て
い
る
こ
と
が
納

得
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

新
生
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群
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連
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除
く
、
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ブ
と
肺
炎
球
菌
髄
膜

炎
15
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の
ま
と
め
で
す
。
主
要
症

状
で
は
発
熱
は
全
例
で
認
め
ら
れ
、

嘔お
う
と吐

は
8
例
、
け
い
れ
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は
4
例
、

意
識
障
害
は
5
例
に
認
め
ら
れ
ま

し
た
。
診
断
ま
で
に
6
例
が
9
回

時
間
外
受
診
を
し
て
い
ま
し
た
。

発
症
か
ら
受
診
ま
で
は
平
均
約
10

時
間
で
あ
り
、
発
症
早
期
に
受
診

し
て
い
ま
し
た
が
、
診
断
さ
れ
た

の
は
約
１
・
６
日
目
で
、
11
症
例

は
通
常
診
療
時
間
内
の
小
児
科
で

診
断
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
か
か
り
つ
け

小
児
科
で
し
た
。
入
院
期
間
は
14

日
か
ら
50
日
で
平
均
26
日
で
し
た
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治
療
結
果
で
は
幸
い
な
こ
と
に

死
亡
例
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
て
ん
か
ん
2
例
を
含
む
4
例

に
後
遺
症
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

日
本
で
は
、
平
成
20
年
12
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に

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、
平
成
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年
2
月

か
ら
肺
炎
球
菌
ワ
ク
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の
接
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が
可
能
と
な
り
ま
し
た
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当
初
は
有
料
で
、
２
つ
と
も
接

種
す
る
と
2
万
円
く
ら
い
か
か
り

ま
し
た
。
平
成
22
年
度
か
ら
全
国

的
に
公
費
負
担
と
な
り
、
接
種
率

が
格
段
に
向
上
し
て
い
ま
す
。
そ

し
て
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
率
の
向
上

と
と
も
に
、
平
成
23
年
度
で
早
く

も
ヒ
ブ
髄
膜
炎
は
約
60
パ
ー
セ
ン

ト
、
肺
炎
球
菌
髄
膜
炎
は
25
パ
ー

セ
ン
ト
も
減
少
し
て
い
ま
す
。
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ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
は
乳
幼
児
の
急

性
重
症
胃
腸
炎
の
主
な
原
因
で
あ

り
、
国
内
で
毎
年
１
２
０
万
人
が

発
症
し
、
そ
の
う
ち
8
万
人
近
く

が
入
院
し
て
い
ま
す
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突
然
の
嘔
吐
、
米
の
と
ぎ
汁
の

よ
う
な
白
い
下
痢
便
、
発
熱
な
ど

で
発
症
し
５
歳
ま
で
に
ほ
と
ん
ど

の
小
児
が
感
染
し
ま
す
。
下
痢
や

嘔
吐
か
ら
く
る
脱
水
だ
け
で
な
く
、

群
発
型
け
い
れ
ん
（
何
度
も
け
い

れ
ん
を
繰
り
返
す
）
や
脳
炎
・
脳

症
を
お
こ
す
こ
と
も
あ
る
非
常
に

怖
い
疾
患
で
す
。

　

Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機
関
）
は

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
を
世
界

中
の
す
べ
て
の
小
児
に
接
種
す
る

こ
と
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。
現
在

１
２
０
カ
国
以
上
で
発
売
さ
れ
、

ア
メ
リ
カ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
等

で
は
公
費
で
接
種
さ
れ
、
外
来
患

者
数
、
救
急
患
者
数
、
入
院
患
者

数
の
減
少
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
２
種
類
の
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
が
使
用
で
き
ま
す
が
、

残
念
な
が
ら
公
費
で
な
く
、
自
己

負
担
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
費
用

は
２
万
数
千
円
と
高
価
で
あ
り
、

ま
だ
接
種
率
は
高
い
と
は
言
え
ま

せ
ん
。
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
率
が
上

が
れ
ば
、
接
種
し
た
小
児
の
重
症

化
を
防
ぐ
の
み
で
な
く
、
集
団
免

疫
効
果
で
保
育
園
な
ど
の
集
団
を

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
感
染
か
ら
守
る
こ

と
も
可
能
と
な
り
ま
す
。

■
予
防
接
種
の
大
切
さ

　

接
種
率
の
向
上
は
公
費
助
成
が

カ
ギ
で
す
。
ワ
ク
チ
ン
で
予
防
し

た
方
が
総
医
療
費
は
安
く
な
る
と

い
う
こ
と
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
西
条
市
で
も
公
費
助

成
が
さ
れ
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

　

現
在
、
20
余
の
自
治
体
で
公
費

助
成
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
名
古
屋

市
の
河
村
市
長
の
言
葉
を
引
用
し

ま
す
。
『
接
種
費
用
を
出
せ
な
い

人
を
応
援
す
る
こ
と
は
人
と
し
て

の
愛
情
、
温
か
み
で
す
。
皆
さ
ん

が
納
め
る
貴
重
な
税
金
を
、
次
世

代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

使
い
た
い
』

　

攻
撃
は
最
大
の
防
御
な
り
！　

　

病
気
へ
の
攻
撃
は
予
防
接
種
で

あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。
接
種
す
る
こ
と
で
、
こ
ん

な
に
怖
い
病
気
に
か
か
る
危
険
性

を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　

さ
あ
母
子
手
帳
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
だ
で
き
て
い
な
い
予

防
接
種
が
あ
れ
ば
、
明
日
に
で
も

や
り
ま
し
ょ
う
！　

予
防
接
種
で

防
ぐ
こ
と
の
で
き
る
病
気
は
す
べ

て
受
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

6
週
か
ら
の
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
、
2
カ
月
か
ら
の
ヒ
ブ
、

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
デ
ビ
ュ
ー
は

若
い
お
母
さ
ん
を
中
心
に
定
着
し

つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
の
他
Ｂ
Ｃ
Ｇ
、

Ｄ
Ｐ
Ｔ
（
三
種
混
合
）
、
ポ
リ
オ

な
ど
な
ど
た
く
さ
ん
受
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
ワ
ク
チ
ン
が
あ
り
ま

す
。
か
か
り
つ
け
の
先
生
と
相
談

し
順
序
よ
く
接
種
さ
れ
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。

　

予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
で
、

時
間
外
の
救
急
受
診
が
減
る
こ
と

は
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
も
医
療
従

事
者
に
と
っ
て
も
幸
せ
な
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。

西条市医師会理事
高橋こどもクリニック
　　院長　高 橋 貢

小
児
救
急
に
つ
い
て

 
 

〜
予
防
接
種
を
受
け
よ
う
！
〜
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■赤ちゃん健康情報
◆ぽかぽか広場
　妊娠や出産、育児などについての相談や
情報交換が行えます。
　相談には助産師・保育士・保健師・栄養
士などの専門スタッフが応じ、問題解決に
向けて一緒に考えます。
※２週間以内に感染症にかかった方、接触
　された方、治って間もない方の来場は、
　ご遠慮ください。
○日時　毎週火曜日（祝日除く）
　　　　10時～15時（受付：14時30分まで）
○場所・問合せ　中央保健センター
◆チェリーくらぶ
　子どもの遊び場や保護者の方が気軽にお
しゃべりのできる空間を提供しています。
○日時　毎週月・木曜日（祝日除く）
　　　　９時～16時
○場所・問合せ　小松保健センター

■成人向け健康相談
◆健康栄養相談（予約制）
　受付時間：13時30分～16時
○中央保健センター　11月５日㈪
○東予保健センター　11月12日㈪
○丹原保健センター　11月19日㈪
○小松保健センター　11月26日㈪

■西条保健所情報
◆エイズ血液検査・相談（匿名・無料）
　毎週月曜日（祝日除く）　10時～11時
◆骨髄バンク登録（要予約）
　毎週月曜日（祝日除く）　９時～15時
◆薬物相談
　毎週火曜日（祝日除く）　13時～15時
◆精神保健相談（要予約）
　11月26日㈪　13時30分～15時30分
◆難病医療相談（要予約）
　11月27日㈫　13時30分～15時30分
○問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300

■11月の献血
◆石鎚山ハイウェイオアシス
　11月４日㈰　10時～12時・13時～16時
　（伊予小松ライオンズクラブ協力による開催）
※当日は自家用車の乗り入れができないた
　め、臨時駐車場（小松中央公園）からの
　無料シャトルバスをご利用ください。
※石鎚山ＰＡからオアシス駐車場への連絡
　道は歩いて通行できません。
◆西条農業高等学校　11月11日㈰
　９時30分～12時・13時～15時
　（西条石鎚ライオンズクラブ協力による開催）
○問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300

※場所　中央：中央保健センター、東予：東予保健センター、小松：小松保健センター
※必要な物　母子健康手帳・アンケート（育児のしおり内）
※対象地区の場所以外で受診される場合は、事前に中央保健センターへご連絡ください。

内容 期日 受付時間 場所 対象児 地区

３カ月児
健診

13：00～13：30

小松 小松

15日㈭

20日㈫

27日㈫

21日㈬

８日㈭

６日㈫

22日㈭

13：00～14：00 中央 西条平成24年７月１日～
７月31日の出生児

平成24年７月１日～
８月31日の出生児13：00～13：30

東予 東予

１歳６カ
月児健診 13：00～13：30 東予 東予・丹原・小松

東予・丹原・小松

平成23年４月１日～
４月30日の出生児

13：00～14：00 中央 西条

３歳児
健診

13：00～13：30 東予 平成21年10月１日～
10月31日の出生児13：00～14：00 中央 西条

　野菜の効果や効能を学習し、１日の摂取目安量である350gの量を実際に目
で見て体験するなど、野菜の上手な食べ方や調理方法を身につけます。
対象　市内在住の方で、特定保健指導対象者、食と健康に興味のある方

内容　カロリー編：食べ物のカロリーを知って、理想の体重に近づこう
　　　バランス編：食事バランスガイドを知って、体の内側から美しくなる
　　▼食事のツボ講座　11月・12月の日程等　　　　　※申し込みは前日まで受付

中央保健センター

東予保健センター

場所・申込先

13時30分～15時

バランス編

12月21日㈮

12月10日㈪

カロリー編

11月30日㈮

11月26日㈪

受講時間

９日㈮　９：30～11：00　小松保健センター

13日㈫　９：30～11：00　中央保健センター

８日㈭　10：00～11：30　飯岡公民館

５日㈪　９：30～11：00　東予保健センター

１日㈭　９：30～11：00　丹原保健センター

14日㈬　９：30～11：00　東予西児童館

　従来の三種混合ワクチンに不活化ポリオを加えた「四種混合ワクチン」が予防接種法に基づく定期接種に位置付けられ
ましたので、11月１日から接種を開始します。予防接種を受けて、ワクチンで防げる病気を確実に予防しましょう。

■対象年齢　生後３カ月以上90カ月未満
　※三種混合ワクチンを未接種で、さらにポリオワクチンも未接種で、11月以降に接種を開始する方が対象となります。
　　該当しない方は、三種混合ワクチンと不活化ポリオワクチンの接種をそれぞれ受けてください。
■標準的な接種期間
　●１期初回接種　生後３カ月以上12カ月未満
　●１期追加接種　１期初回接種終了後12カ月～18カ月までの間

16日㈮　９：30～11：00　徳田公民館

　教室では気になる体脂肪やコレステロールなどの減少や体力アップをめざ
して、楽しく体を動かしていきます。日常生活の中に運動を取り入れ、より
健康で若々しい毎日を送るためのコツをつかみましょう。
対象　40歳～74歳の西条市民の方で、次のいずれかに該当する方
　　　○腹囲が男性で85㎝以上、女性で90㎝以上
　　　○生活習慣病が気になる方
　　　○ＢＭＩが25以上の方　ＢＭＩ＝体重（㎏）÷身長（ｍ）÷身長（ｍ）
　　　　例：体重60㎏で身長160㎝の場合
　　　　　　60（㎏）÷ 1.6（ｍ）÷ 1.6（ｍ）＝ＢＭＩ値23.4
※身体状況によっては、主治医意見書の提出や参加をお断りする場合があります。
申込期間　11月８日㈭～　※定員になり次第、締め切ります。

中央保健センター

東予保健センター

場所・申込先
12月７日～平成25年10月
　毎週月・金曜日　９時30分～11時
12月３日～平成25年10月
　毎週月・金曜日　13時30分～15時
12月６日～平成25年10月
　毎週月・木曜日　９時30分～11時

日　時（週２回） 内　容

トレーニング機器を
使った運動や水中運
動

ダンベルやステップ
台を使った運動

▼野菜を食べよう教室　11月の日程等　　　　　　※申し込みは１週間前まで受付

東予保健センター 15人11月21日㈬ 講　　義　９時30分～11時
調理実習　11時～13時30分

場所・申込先 開催日 定員 受講時間

※12月は丹原保健センターで実施の予定

３カ月
　↓

18カ月
　↓

30カ月
　↓

12カ月
　↓

６カ月
　↓

90カ月
　↓

１期初回接種期間 １期追加接種期間 接種可能期間

■接種回数および間隔
　●１期初回接種　20日から56日までの間隔をおいて３回
　●１期追加接種　１期初回接種終了後６カ月以上の間隔をおいて１回
■接種方法
　○必ず、委託医療機関（育児のしおり参照）へ予約をして接種してください。
　○接種券・予診票は、対象となる方へお送りするか、各保健センターの窓口で交付します。
■接種に必要なもの
　母子健康手帳、予診票・接種券
■副反応
　主なものは、注射部位の赤み・腫れ・発熱・下痢・嘔吐・食欲減退等が、接種後３日までにあらわれることがあります。
■健康被害救済制度
　定期の予防接種により引き起こされた副反応により、医療機関での治療が必要になったり、生活に支障がでるような障
　害を残すなどの健康被害が生じた場合には、予防接種法による補償を受けることができます。
■問合せ
　総合福祉センター内　健康増進課健康推進係　℡0897－52－1427

おうと

■ＳＩＤＳ＝乳幼児突然死症候群とは
　それまで元気だった赤ちゃんが、事故や窒息ではなく睡眠中に
突然死する病気です。原因は不明で、日本では約4,000人に１人
の赤ちゃんがこの病気で亡くなっていると推定されています。
　生後２カ月から６カ月に多く、まれに１歳以上でも発症するこ
とがあります。

■ＳＩＤＳから赤ちゃんを守るための３つのポイント
　①赤ちゃんをあおむけ寝で育てる
　②周囲の大人はたばこをやめる
　③できるだけ母乳で育てる
■問合せ　中央保健センター　母子保健係　℡0897－52－1427

11月はＳＩＤＳ（乳幼児突然死症候群）対策強化月間 11月12日（いいひふ）は皮膚の日です

　皮膚の日にちなんだ行事として、皮膚がんの無料
検診を実施します。皮膚のできもの、ホクロの気に
なる方、皮膚がんではないかと心配されてる方、こ
の機会に検診を受けてみてはいかがですか。

■日時　11月11日㈰　13時～16時
■場所　新居浜市医師会館（新居浜市庄内町）
※治療などの具体的な処置は行いません。必要に応
　じて病院を紹介します。
■問合せ　皮フ科・形成外科はらだクリニック
　　　　　℡0897－43－3210
■主催　日本臨床皮膚科医会、日本皮膚科学会
　　　　東予地区皮膚科勉強会
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■赤ちゃん健康情報
◆ぽかぽか広場
　妊娠や出産、育児などについての相談や
情報交換が行えます。
　相談には助産師・保育士・保健師・栄養
士などの専門スタッフが応じ、問題解決に
向けて一緒に考えます。
※２週間以内に感染症にかかった方、接触
　された方、治って間もない方の来場は、
　ご遠慮ください。
○日時　毎週火曜日（祝日除く）
　　　　10時～15時（受付：14時30分まで）
○場所・問合せ　中央保健センター
◆チェリーくらぶ
　子どもの遊び場や保護者の方が気軽にお
しゃべりのできる空間を提供しています。
○日時　毎週月・木曜日（祝日除く）
　　　　９時～16時
○場所・問合せ　小松保健センター

■成人向け健康相談
◆健康栄養相談（予約制）
　受付時間：13時30分～16時
○中央保健センター　11月５日㈪
○東予保健センター　11月12日㈪
○丹原保健センター　11月19日㈪
○小松保健センター　11月26日㈪

■西条保健所情報
◆エイズ血液検査・相談（匿名・無料）
　毎週月曜日（祝日除く）　10時～11時
◆骨髄バンク登録（要予約）
　毎週月曜日（祝日除く）　９時～15時
◆薬物相談
　毎週火曜日（祝日除く）　13時～15時
◆精神保健相談（要予約）
　11月26日㈪　13時30分～15時30分
◆難病医療相談（要予約）
　11月27日㈫　13時30分～15時30分
○問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300

■11月の献血
◆石鎚山ハイウェイオアシス
　11月４日㈰　10時～12時・13時～16時
　（伊予小松ライオンズクラブ協力による開催）
※当日は自家用車の乗り入れができないた
　め、臨時駐車場（小松中央公園）からの
　無料シャトルバスをご利用ください。
※石鎚山ＰＡからオアシス駐車場への連絡
　道は歩いて通行できません。
◆西条農業高等学校　11月11日㈰
　９時30分～12時・13時～15時
　（西条石鎚ライオンズクラブ協力による開催）
○問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300

※場所　中央：中央保健センター、東予：東予保健センター、小松：小松保健センター
※必要な物　母子健康手帳・アンケート（育児のしおり内）
※対象地区の場所以外で受診される場合は、事前に中央保健センターへご連絡ください。

内容 期日 受付時間 場所 対象児 地区

３カ月児
健診

13：00～13：30

小松 小松

15日㈭

20日㈫

27日㈫

21日㈬

８日㈭

６日㈫

22日㈭

13：00～14：00 中央 西条平成24年７月１日～
７月31日の出生児

平成24年７月１日～
８月31日の出生児13：00～13：30

東予 東予

１歳６カ
月児健診 13：00～13：30 東予 東予・丹原・小松

東予・丹原・小松

平成23年４月１日～
４月30日の出生児

13：00～14：00 中央 西条

３歳児
健診

13：00～13：30 東予 平成21年10月１日～
10月31日の出生児13：00～14：00 中央 西条

　野菜の効果や効能を学習し、１日の摂取目安量である350gの量を実際に目
で見て体験するなど、野菜の上手な食べ方や調理方法を身につけます。
対象　市内在住の方で、特定保健指導対象者、食と健康に興味のある方

内容　カロリー編：食べ物のカロリーを知って、理想の体重に近づこう
　　　バランス編：食事バランスガイドを知って、体の内側から美しくなる
　　▼食事のツボ講座　11月・12月の日程等　　　　　※申し込みは前日まで受付

中央保健センター

東予保健センター

場所・申込先

13時30分～15時

バランス編

12月21日㈮

12月10日㈪

カロリー編

11月30日㈮

11月26日㈪

受講時間

９日㈮　９：30～11：00　小松保健センター

13日㈫　９：30～11：00　中央保健センター

８日㈭　10：00～11：30　飯岡公民館

５日㈪　９：30～11：00　東予保健センター

１日㈭　９：30～11：00　丹原保健センター

14日㈬　９：30～11：00　東予西児童館

　従来の三種混合ワクチンに不活化ポリオを加えた「四種混合ワクチン」が予防接種法に基づく定期接種に位置付けられ
ましたので、11月１日から接種を開始します。予防接種を受けて、ワクチンで防げる病気を確実に予防しましょう。

■対象年齢　生後３カ月以上90カ月未満
　※三種混合ワクチンを未接種で、さらにポリオワクチンも未接種で、11月以降に接種を開始する方が対象となります。
　　該当しない方は、三種混合ワクチンと不活化ポリオワクチンの接種をそれぞれ受けてください。
■標準的な接種期間
　●１期初回接種　生後３カ月以上12カ月未満
　●１期追加接種　１期初回接種終了後12カ月～18カ月までの間

16日㈮　９：30～11：00　徳田公民館

　教室では気になる体脂肪やコレステロールなどの減少や体力アップをめざ
して、楽しく体を動かしていきます。日常生活の中に運動を取り入れ、より
健康で若々しい毎日を送るためのコツをつかみましょう。
対象　40歳～74歳の西条市民の方で、次のいずれかに該当する方
　　　○腹囲が男性で85㎝以上、女性で90㎝以上
　　　○生活習慣病が気になる方
　　　○ＢＭＩが25以上の方　ＢＭＩ＝体重（㎏）÷身長（ｍ）÷身長（ｍ）
　　　　例：体重60㎏で身長160㎝の場合
　　　　　　60（㎏）÷ 1.6（ｍ）÷ 1.6（ｍ）＝ＢＭＩ値23.4
※身体状況によっては、主治医意見書の提出や参加をお断りする場合があります。
申込期間　11月８日㈭～　※定員になり次第、締め切ります。

中央保健センター

東予保健センター

場所・申込先
12月７日～平成25年10月
　毎週月・金曜日　９時30分～11時
12月３日～平成25年10月
　毎週月・金曜日　13時30分～15時
12月６日～平成25年10月
　毎週月・木曜日　９時30分～11時

日　時（週２回） 内　容

トレーニング機器を
使った運動や水中運
動

ダンベルやステップ
台を使った運動

▼野菜を食べよう教室　11月の日程等　　　　　　※申し込みは１週間前まで受付

東予保健センター 15人11月21日㈬ 講　　義　９時30分～11時
調理実習　11時～13時30分

場所・申込先 開催日 定員 受講時間

※12月は丹原保健センターで実施の予定

３カ月
　↓

18カ月
　↓

30カ月
　↓

12カ月
　↓

６カ月
　↓

90カ月
　↓

１期初回接種期間 １期追加接種期間 接種可能期間

■接種回数および間隔
　●１期初回接種　20日から56日までの間隔をおいて３回
　●１期追加接種　１期初回接種終了後６カ月以上の間隔をおいて１回
■接種方法
　○必ず、委託医療機関（育児のしおり参照）へ予約をして接種してください。
　○接種券・予診票は、対象となる方へお送りするか、各保健センターの窓口で交付します。
■接種に必要なもの
　母子健康手帳、予診票・接種券
■副反応
　主なものは、注射部位の赤み・腫れ・発熱・下痢・嘔吐・食欲減退等が、接種後３日までにあらわれることがあります。
■健康被害救済制度
　定期の予防接種により引き起こされた副反応により、医療機関での治療が必要になったり、生活に支障がでるような障
　害を残すなどの健康被害が生じた場合には、予防接種法による補償を受けることができます。
■問合せ
　総合福祉センター内　健康増進課健康推進係　℡0897－52－1427

おうと

■ＳＩＤＳ＝乳幼児突然死症候群とは
　それまで元気だった赤ちゃんが、事故や窒息ではなく睡眠中に
突然死する病気です。原因は不明で、日本では約4,000人に１人
の赤ちゃんがこの病気で亡くなっていると推定されています。
　生後２カ月から６カ月に多く、まれに１歳以上でも発症するこ
とがあります。

■ＳＩＤＳから赤ちゃんを守るための３つのポイント
　①赤ちゃんをあおむけ寝で育てる
　②周囲の大人はたばこをやめる
　③できるだけ母乳で育てる
■問合せ　中央保健センター　母子保健係　℡0897－52－1427

11月はＳＩＤＳ（乳幼児突然死症候群）対策強化月間 11月12日（いいひふ）は皮膚の日です

　皮膚の日にちなんだ行事として、皮膚がんの無料
検診を実施します。皮膚のできもの、ホクロの気に
なる方、皮膚がんではないかと心配されてる方、こ
の機会に検診を受けてみてはいかがですか。

■日時　11月11日㈰　13時～16時
■場所　新居浜市医師会館（新居浜市庄内町）
※治療などの具体的な処置は行いません。必要に応
　じて病院を紹介します。
■問合せ　皮フ科・形成外科はらだクリニック
　　　　　℡0897－43－3210
■主催　日本臨床皮膚科医会、日本皮膚科学会
　　　　東予地区皮膚科勉強会
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　高次脳機能障害とは、脳外傷や脳血管障害などによっ
て、脳がダメージを受け、日常生活や社会生活が困難と
なる障害です。交通事故や脳血管障害後、体は元に戻っ
たけれど、新しいことが覚えられない、感情がコントロ
ールしにくい、ミスが多い、段取りよく物事を進められ
ない等といった方はいませんか？　もしかすると、高次
脳機能障害かもしれません。
　高次脳機能障害について一緒に学んでみませんか。
■日時　12月１日㈯　14時～16時
■場所　愛媛県東予地方局（喜多川）　７階大会議室
■対象　○西条市、新居浜市にお住まいの方
　　　　○高次脳機能障害者への支援に携わる医療・福
　　　　　祉・保健・行政等の関係者
■定員　150人（先着順）
■内容　○「高次脳機能障害の理解」
　　　　　松山リハビリテーション病院　医師
　　　　○「高次脳機能障害について私が思うこと」
　　　　　当事者・家族
■申込期限　11月26日㈪
■申込方法　電話またはファックスで申し込む。
■申込先　愛媛県東予地方局　西条保健所　精神保健係
　　　　　TEL 0897－56－1300（内線303・316）
　　　　　FAX 0897－56－3848

休日の当番病医院　９時から18時までは休日夜間急患センター（℡0897－52－2001）をご利用ください。

３
㈯
４
㈰
11
㈰

23
㈮

18
㈰

18時から22時まで 18時から22時まで

日 日内　　　科 外　　　科 内　　　科 外　　　科

平日夜間の当番病医院　内科は19時から22時までは休日夜間急患センター（℡0897－52－2001）をご利用ください。

１
㈭
２
㈮
５
㈪
６
㈫
７
㈬
８
㈭

13
㈫

12
㈪
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㈯

９
㈮

14
㈬
15
㈭

18時から22時まで 18時から22時まで

日 日外　　　科 外　　　科

20
㈫
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㈪
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㈯
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㈮

21
㈬
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㈭
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㈭
30
㈮

日 外　　　科

28
㈬

27
㈫

26
㈪

24
㈯

日 外　　　科

25
㈰

　参加された家族の方が元気になって帰れるようにお話
しをしますので、皆さん、ぜひご参加ください。
■日時　11月28日㈬　13時30分～15時
■場所　総合福祉センター（もてこい元気館）
■内容　○村松つね氏（こころ塾）の講演
　　　　○村松つね氏を交えての座談会
　　　　　※わいわい、がやがや話しましょう。
■問合せ　ＮＰＯ法人石鎚　TEL 0897－53－1803

　麻薬、覚せい剤等の薬物を乱用すると健康を害するだ
けでなく各種の犯罪を誘発する恐れがあります。
　麻薬・覚せい剤等に対する認識を一人一人が高めるこ
とで薬物乱用の根絶をめざしましょう。
■市内薬物相談窓口　愛媛県東予地方局　西条保健所
■相談窓口設置日時　毎週火曜日　13時～15時
■電話番号　TEL 0897－56－1300（内線314）



広報さいじょう　2012　11月号31

　

砂さ
れ
き礫
が
堆
積
し
川
底
が
周
囲
よ

り
も
高
く
形
成
さ
れ
る
天
井
川
。

Ｊ
Ｒ
予
讃
線
が
川
底
を
通
過
し
て

い
る
大
明
神
川
は
、
そ
の
典
型
的

な
地
形
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

壬
生
川
・
三
芳
間
の
鉄
道
敷
設

工
事
は
、
当
時
の
鉄
道
省
が
１
９

２
１
（
大
正
10
）
年
に
着
工
し
ま

し
た
が
、大
明
神
川
ト
ン
ネ
ル（
全

長
65
・
53
㍍
）
の
築
造
が
難
工
事

で
あ
っ
た
た
め
、
伊
予
三
芳
駅
の

営
業
開
始
ま
で
に
２
年
も
の
時
間

を
要
し
て
い
ま
す
。
そ
の
工
事
に

は
、
川
の
一
方
を
水
路
と
し
て
残

し
、
他
方
を
土
手
か
ら
開
削
す
る

オ
ー
プ
ン
カ
ッ
ト
（
露
天
掘
り
）

工
法
が
用
い
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

　

日
本
最
初
の
河
床
ト
ン
ネ
ル
は
、

１
８
７
１
（
明
治
４
）
年
に
建
設

さ
れ
た
神
戸
市
の
東
海
道
本
線
・

石
屋
川
ト
ン
ネ
ル
で
し
た
が
、
線

路
の
高
架
化
の
た
め
既
に
埋
め
戻

さ
れ
て
お
り
、
鉄
道
用
で
現
存
す

る
も
の
は
極
め
て
少
数
で
す
。
大

明
神
川
ト
ン
ネ
ル
は
、
鉄
道
フ
ァ

ン
の
み
な
ら
ず
土
木
史
的
に
も
貴

重
な
存
在
な
の
で
す
。

　

今
で
は
今
治
小
松
自
動
車
道
の

高
架
が
す
ぐ
上
流
を
走
っ
て
お
り
、

建
設
時
に
は
想
像
も
で
き
な
い
景

色
の
変
わ
り
よ
う
に
、
ト
ン
ネ
ル

も
驚
い
て
い
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

N

大明
神川

大明神川トンネル

196
今
治
小
松
自
動
車
道

至今治

●東予運動公園
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No.87　セグロカモメ（冬鳥）
　全長60㎝、翼を開くと135㎝もある大型カモメです。成鳥では
背は青灰色で翼の先端は黒く、尾羽は白く、脚はピンク色。黄
色いくちばしの先には赤色斑があります。幼鳥は汚白色で茶色
の斑紋があり、４年かけて成鳥羽に換羽します。西条では、冬
期に加茂川河口や高須海岸で数百羽の群れが普通に見られます。
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で
す

平成24年９月末日現在
住民基本台帳登録数 (   )内は前月比

人　口　114,734 人（－57人）

　男　　  55,108 人 （－32人）

　女　　  59,626 人 （－25人）

世　帯　  49,456世帯（－14世帯）

■市政だより
　0897ー53ー1500（常時）

■当番病医院
　0897ー58ー2200（常時）

■災害情報
　0897ー55ー5551（発生時）

　本紙に好評掲載中の「さいじょう文芸
広場」には、毎月たくさんの作品が寄せ
られています。私に専門的な知識はあり
ませんが、読者の一人として、いつも楽
しみに拝読しています。
　題材は、身近な石鎚山の四季や、機知
に富んだ風刺などさまざま。中でも、私
が気になったのは、亡き両親や配偶者へ
の想いが詠まれた作品です。今の私には
想像しがたい状況ですが、これらの句を
通して「家族と一緒にいられる時間は限
られており、毎日を大切に過ごさなけれ
ばいけない」と改めて思いました。
　皆さんも、さいじょう文芸広場に、日
ごろの想いを綴ってみませんか。（や）



入場料　一般：2000円　　ペア券：3000円　
　　　　子ども（小・中・高校生）：800円
　　　　※未就学児の入場はご遠慮ください。　
問合せ　総合文化会館

１/５ 14時開演　総合文化会館大ホール土

℡0897－52－1640

℡0898－64－2042

℡090－8976－85279：30

※催物については、主催者の都合で変更することがあります。【11月の休館日】 毎週月曜日、６日㈫、27日㈫

▼ 丹 原 文 化 会 館 　 丹原町田野上方2131－1　℡0898－68－3555
月 日 曜 行　　事　　名 開 場 開 演 会　場 入場料 問 合 せ

市教育委員会学校教育課11

平成24年度県民総合文化祭　ジャズ公演～文化の光心の絆～
坊ちゃんＪＡＺＺ ＦＥＳＴＩＶＡＬ 2012 in 丹原

西条市中学校音楽フェスティバル

日

12：00 無　料

大ホール ＮＡＫ愛媛周桑支部（加藤）

大ホール

西条市小学校音楽フェスティバル（東予・丹原・小松地区）

11 9：00 無　料

8：30 9：15 大ホール 無　料 多賀小学校15

18

23

木

日

金 吹奏楽クリニック（楽器別）

14：00

9：00

14：30

9：30 全　館

1500円 ℡089－912－2972愛媛県県民総合文化祭実行委員会

℡0898－68－3555丹原文化会館

９ 金

ＮＡＫ愛媛周桑支部歌謡祭　特別ゲスト：小田純平

12：30

大ホール

500円

― 総合・丹原文化会館などでチケット発売中！―

西条市総務課

市教育委員会人権教育課 ℡0897－52－1360

ヨーロッパピアノ協会 ℡03－3407－2880

西条葵コーラス（松原） ℡0897－55－2959

※催物については、主催者の都合で変更することがあります。【11月の休館日】 毎週月曜日、６日㈫、27日㈫

▼ 総 合 文 化 会 館 　 神拝甲79－4　℡0897－53－5500
月 日 曜 行　　事　　名 開 場 開 演 会　場 入場料 問 合 せ
11 小ホール9：30

土３ 13：00 13：30差別をなくする市民の集い　～西条会場～
　※人権ポスター・標語の作品展を9時～15時30分に展示室にて開催

日４ 大ホール10：30 11：00第３回ヨーロッパ国際ピアノコンクール in Japan

大ホール13：30 14：00

18：00

書神会西条支部書道展　※17時（11日は16時）まで展示

無　料

無　料

10 土 西条葵コーラス40周年記念演奏会

大ホール 無　料

第26回西条地区　老人クラブ連合会　カラオケ発表会 9：00

書神会西条支部（篠原）

西条市高齢介護課 ℡0897－52－1292

500円

℡0897－53－26839：00

大ホール 総合文化会館 ℡0897－53－5500

３ 土 学校給食試食会 11：30 小ホール 市教育委員会教育総務課 ℡0897－52－1609

展 示 室 無　料

愛媛県ハーモニカ協会（加藤） ℡0897－56－5245小ホール12：00 12：3011 日 愛媛県ハーモニカ協会　交流コンサート 無　料

15 木 9：30 小ホール 無　料

めぐみ幼稚園・保育園　音楽会 9：00 めぐみ幼稚園・めぐみ保育園 ℡0897－55－344217 土 9：30 大ホール 無　料

17 土 第２回西条子育て応援セミナー（横峯吉文さん講演）

“こころの健康セミナー”講演会『「うつ」って、どんなの？』18 日

13：00

9：30

13：30

10：00

小ホール 無　料
※事前申込必要

無　料

㈱ジェイコムセミナー事務局 ℡0897－57－8060

㈳愛媛県薬剤師会・愛媛県病院薬剤師会 ℡0897－53－6225

1 木 市民表彰式 10：00 ℡0897－52－1256

金２ 杳かなる響き『平家物語』
歌舞伎役者・嵐圭史と筑前琵琶奏者・川村旭芳による語りと演奏 18：30 一　般：3000円

高校生以下：1500円

９
11

笑って元気になろうぜい（税）公開講演会20 火 18：30 19：00 小ホール ㈳伊予西条法人会事務局 ℡0897－55－2025

平成24年分給与所得の年末調整説明会21 水 9：30
13：00

10：00
13：30 小ホール 無　料 伊予西条税務署 ℡0897－56－3290

西条市小学校音楽フェスティバル（西条地区）22 木 12：30 13：00 大ホール 無　料 市教育委員会学校教育課 ℡0897－52－1640
ハラウ　フラ　オ　ラウレア
ホイケ・コンサート2012　～過去から未来へ24 土 12：30 13：30 大ホール ハラウ フラ オ ラウレア（渡部） ℡090－4332－3426大人：4700円

小・中学生：3650円

ダンスパーティー25 日 12：00 小ホール 1000円 竹ダンス（若原） ℡0897－56－6348
十河信二記念館・四国鉄道文化館開館５周年記念
シンポジウム・企画展示　　※企画展示を展示室にて開催28 水 13：00 13：30 小ホール 無　料

※整理券必要 西条市観光振興課 ℡0897－47－3575

平成24年度　就職支援セミナー（西条会場）
29 木 9：30 視聴覚室

愛媛県地域共同就職支援センター ℡089－946－802310：00

展 示 室

無　料

無　料
※整理券必要

試食券230円
（前売のみ）

〜
金

日
〜

平成24年度　合同就職面接会（西条会場） 13：30 小ホール

N
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